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上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです

　将来の夢は、絵本作家になることです。家にあるたくさん
の絵本を読んで、絵のかわいさが大好きになりました。図
工の授業でも、描きたいものや風景を絵で表現できるよう
にがんばっています。

水島　花
か

歩
ほ

さん
菊鹿小学校６年生

問情報政策課  ☎（43）1118

　市が発信する行政情報を取得できる他、家族や友人、行政区
や各種グループでの情報共有ができます。
※�緊急情報の発信の他、防災情報も充実しています。日頃の
「備え」として、活用をお願いします。

●出前講座  実施中●
　「やまがメイト」で検索、
または上記二次元コードを
読み込んでください。

「もしも」の前にダウンロード！

　実施予定のイベントに変更が生じる場合があります。主催の問い合わせ先に確認いただくか、
山鹿市ホームページなどで確認ください。

　６月25日に、めのだけ小学校近くの田んぼでYAMAGA
どろんこ大会が開催されました。表紙は「泥フラッグ競技」
で野球バットめがけてぬかるむ田んぼを駆け抜ける様子で
す。他にも自転車綱渡りやバレーボールの試合も行われ、参
加した皆さんは泥だらけになって楽しんでいました。

今月の表紙　　YAMAGA どろんこ大会YAMAGA どろんこ大会



7月の山鹿の風景

　
７
月
上
旬
、
鹿
央
古
代

の
森
交
流
施
設
「
里
や
ま
」

で
は
、
花
び
ら
を
大
き
く

広
げ
た
古
代
ハ
ス
が
見
頃

を
迎
え
多
く
の
観
光
客
が

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
古

代
ハ
ス
は
８
月
上
旬
頃
ま

で
楽
し
め
ま
す
。

雨にも負けず雨にも負けず

鹿央里やまの古代ハス鹿央里やまの古代ハス 

ト
ピ
ッ
ク
ス

 

ト
ピ
ッ
ク
ス
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支えてくれた人たちに感謝の気持ちを持って支えてくれた人たちに感謝の気持ちを持って

熊本県中学校総合体育大会激励会

　
７
月
６
日
、
熊
本
県

中
学
校
総
合
体
育
大
会

に
出
場
す
る
選
手
た
ち

の
激
励
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
山
鹿
中
３
年
男

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

の
金
子
楓ふ

う

馬ま

キ
ャ
プ
テ

ン
は
「
出
る
こ
と
が
で

き
な
い
選
手
た
ち
の
思

い
も
背
負
っ
て
、
山
鹿

市
の
代
表
と
し
て
ど
ん

な
に
辛
く
て
も
最
後
ま

で
戦
い
抜
き
ま
す
」
と
宣

誓
し
ま
し
た
。

３３　2023.8　広報やまが　2023.8　広報やまが
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幻
想
的
な
千
の

幻
想
的
な
千
の
灯灯あ

か

あ

か

り
、
再
び
。

り
、
再
び
。
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山
鹿
の
夏
の
風
物
詩
と
い
え
ば

山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
。

こ
と
し
つ
い
に
千
人
灯
籠
踊
り
が
復
活
し
ま
す
。

４
年
ぶ
り
の
開
催
を
前
に

山
鹿
灯
籠
ま
つ
り
を
待
ち
わ
び
た
皆
さ
ん
に

話
を
伺
い
ま
し
た
。
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４年分の感動をお届けしたい

11

33

44

　山鹿灯籠まつりが開催できなかったこの３年
間、世代を超えて受け継がれる山鹿灯籠まつりの
大切さを実感しました。特に子どもたちは自由に
遊べなかったりと物足りない夏を過ごしたと思
います。ことしこそ、子どもたちや市民の皆さん、
そして観光客の皆さんに山鹿灯籠まつりでたく
さんの思い出をつくってほしいです。千人灯籠踊

りをはじめ、この夜の幻想的な美しい
まつりを実際に見ていただいた人に
４年分の感動をお届けできるよう、
まつりに携わる皆さんと一丸となっ
て盛り上げていきます。

　「踊ってみると楽しいよ」と友人が誘ってくれ
たので山鹿灯籠踊り保存会に入会しました。和水
町出身で、灯籠踊りは見たことがありませんでし
た。踊りでは、自分の振り付けの癖を直すのに難
しさを感じますが、先輩の皆さんから教えてもら
いがんばっています。令和元年の山鹿灯籠まつり

の後に入会したので、まだ千人灯籠
踊りの舞台に立ったことがありま
せん。待ちわびた舞台で、見に来
てくれる皆さんが来て良かったと
思えるような踊りを披露したい
です。

山鹿灯籠まつり実行委員会
実行委員長

山鹿灯籠踊り保存会

石井　理
り

子
こ

さん

来て良かったと思える踊りを

宮田　正
ま さ

高
た か

さん
22
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灯籠をたくさんの人に見てほしい

99

山鹿灯籠まつり

８月15日㈫・16日㈬

55

66

77

88

11大宮神社での拝礼（令和４年）22上が
り燈籠で金灯籠を奉納（令和４年）33千
人灯籠踊り（令和元年）44奉納灯籠踊り
（令和４年）での石井さん（右）55４月
21日の燈籠制作開始祭に参列する山鹿
灯籠師組合の皆さん66上がり燈籠で奉納
される牛嶋さんの灯籠（令和元年）77作
業場で制作する様子88山鹿灯籠踊り保存
会の皆さん99練習に励む石井さん（中央）

◦納涼花火大会
　日時：15 日㈫　午後８時　
　場所：菊池川河畔
◦千人灯籠踊り
　日時：16 日㈬　午後８時
　場所：山鹿小学校グラウンド
　両日ともおまつり広場（国道
325 号線）などでイベントが行
われる他、奉納燈籠の展示や上
がり燈籠も実施します。
※イベントの詳細や交通規制区間
　については山鹿灯籠まつりリー
　フレットを確認ください。

　金灯籠を作ってみたいと思い、昭和 60年に始
まった市の灯籠教室に通ったことがきっかけで
故德永正

まさ

弘
ひろ

灯籠師に弟子入りしました。灯籠作り
は奥が深く、設計図がないので作る際は神社の写
真や絵はがきを参考にして作っています。灯籠を
作っている途中で壁にぶつかり、何度も辞めたい
と思ったり、自分に負けそうになるときもありま

したが、家族や友人に支えられ、そし
て何よりも灯籠が大好きだからここ
まで励んできました。４年ぶりの山
鹿灯籠まつりでは、たくさんの人に
作った灯籠を見てほしいです。

山鹿灯籠師組合
灯籠師
牛嶋　富

ふ

士
じ

子
こ

さん
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８８月月 1616 日㈬日㈬
午後10 時  大宮神社午後10 時  大宮神社

上
が
り
燈
籠
の
順
番
と
展
示
場
所
の
一
覧

順
番

町
　
名

奉
納
燈
籠

制
作
者
名

展
示
場
所

１

上
市
町

人
形
灯
籠

中
島　

信
孝

オ
ガ
タ
マ
ー
ク
斜
前

２

栗　

林

深
志
神
社

中
島　

弘
敬

栗
林
公
民
館

３

大
宮
町

富
岡
八
幡
宮

牛
嶋
富
士
子

山
鹿
中
学
校
正
門
前

４

西
上
町

北
里
柴
三
郎
記
念
館
・
貴
賓
館

中
村　

潤
弥

さ
か
い
菓
子
店
跡

５

上　

町

１
号
機
関
車
１
５
０
形

中
村　

潤
弥
「
ヤ
マ
ノ
テ
」
前

６

松
坂
町

座
敷
造
り

中
島　

光
代
（
株
）
坪
井
食
品
隣
の
空
き
地

（
日
吉
郵
便
局
か
ら
北
へ
約
１
５
０
㍍
）

７

日
吉
町

山
鹿
温
泉
さ
く
ら
湯
内
観

中
村　

潤
弥

松
井
精
肉
店
横
（
堀
様
宅
）

８

原　

町

世
界
平
和
の
鐘

中
村　

潤
弥

大
島
家
倉
庫
前

（
栗
林
郵
便
局
か
ら
南
へ
約
１
５
０
㍍
）

９

桜　

町

琴
弾
八
幡
宮

中
島　

弘
敬

桜
町
公
民
館

10

栄　

町

日
光
東
照
宮　

陽
明
門

坂
本
ゆ
か
り

栄
町
集
会
所

11

南
本
町

座
敷
造
り

中
島　

光
代

タ
ク
ル
ー
前

12

東
通
町

筑
波
山
神
社

今
村　

時
子

東
恵
比
寿
神
社

13

下　

町

山
鹿
温
泉
鉄
道
レ
ー
ル
バ
ス
・
キ
ハ
１
０
１

中
村　

潤
弥

し
び
ん
ち
ゃ
館

14

千
代
の
園

上
小
松
諏
訪
神
社

中
島　

弘
敬

千
代
の
園
本
社
前

15

九
日
町

松
原
神
社

中
島　

弘
敬

横
手
会
館
前

16

中　

町

金
閣
寺

中
島　

弘
敬

中
町
公
園

17

温
泉
通

球
磨
川
第
一
橋
梁

中
村　

潤
弥

国
登
録
有
形
文
化
財
大
森
家
住
宅

18

温
泉
プ
ラ
ザ
・

広
町

歌
舞
伎
座

坂
本
ゆ
か
り

温
泉
プ
ラ
ザ　

オ
チ
ア
イ
（
メ
ガ
ネ
屋
）
横

19

花
見
坂

伊
豆
山
神
社
本
殿

今
村　

時
子

中
冨
家
住
宅
（
栄
太
郎
東
隣
）

20

大
宮
通

古
式
台
灯

中
島　

弘
敬

芋
生
た
た
み
店

21

鹿
校
通

平
安
神
宮　

応
天
門

中
島　

弘
敬

河
原
材
木
店

22

宗
方

宗
方
八
幡
宮

田
中
久
美
子

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
（
西
益
屋
横
）

23

山
鹿
燈
心
会

恋
木
神
社

田
中
久
美
子

さ
く
ら
湯
西
側

24

商
工
会
議
所

金
灯
籠

田
中
久
美
子

温
泉
プ
ラ
ザ
３
階　

商
工
会
議
所
事
務
所
前

25

商
工
会
議
所

青
年
部

八
坂
神
社　

本
殿

中
島　

弘
敬

さ
く
ら
湯
芝
生
広
場
横

26

青
年
会
議
所

矢
つ
ぼ
・
鳥
か
ご
・
古
式
金
灯
籠

中
島　

弘
敬

大
宮
神
社
前
駐
車
場

泉
町

水
田
天
満
宮

今
村　

時
子

第
一
信
用
金
庫　

※
展
示
・
奉
納
の
み

堀
明
町

太
鼓
谷
稲
成
神
社

中
島　

弘
敬

※
奉
納
の
み

問
観
光
課
　
☎（
43
）１
５
７
９
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「上がり燈籠」の流れ
８月16日の午後10時から600年の伝統を受け継ぎ、
灯籠を担いだ町衆が「ハーイとうろう　ハーイとうろう」
の掛け声で大宮神社の鳥居をくぐります。灯籠まつりの
起源とされる上がり燈籠がまつりのフィナーレを飾りま
す。ぜひご覧ください。
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♢合同慰霊祭　時間　午前 10 時〜
　　　　　　　場所　鹿本市民センター（ひだまり）大会議室

　ことしは、８月に合同慰霊祭、10 月に夜の祭りを行う
分散開催となります。夜の祭りは、名称を「よるフェス」
に変更し、鹿本市民センター（ひだまり）駐車場をメイン
会場として開催します。来民商店街では、例年大盛況のお
化け屋敷やキッチンカーなどを計画しています。
　詳しくは下の二次元コードを読み取るか、かもと招魂祭
実行委員会事務局に問い合わせください。
　多くの皆さんの来場をお待ちしています！
問かもと招魂祭実行委員会事務局

（鹿本市民センター）☎（46）3111

　
ま
つ
り
の
由
来

　
か
も
と
招
魂
祭
は
、
西
南
の
役
以
降
の
戦
没
者
慰
霊
祭
と
し
て
明

治
12
年
に
始
ま
り
、
こ
と
し
で
１
４
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

慰
霊
祭
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
大
会
、
よ
る
フ
ェ
ス
な
ど
の
奉

納
行
事
を
通
し
て
、
今
日
の
平
和
が
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
多
く
の
尊

い
犠
牲
の
上
に
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
併
せ
て
地
域
活
性
化
の
た

め
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。

８月 13 日㈰

♢奉納スポーツ・文化大会
　期間　8 月〜 10 月
　場所　市内各会場（各種大会ごとに開催）

10 月７日㈯・８日㈰
♢よるフェス　時間　午後５時〜９時
　　　　　　　場所　鹿本市民センター（ひだまり）駐車場〜来民商店街
　　　　　　　臨時駐車場（鹿本ショッピングセンターリオ・JA かもと鹿本町支所
　　　　　　　　　　　　　・鹿本体育館）

かもとかもと
招魂祭招魂祭



 

生
活
情
報

山鹿市教育委員会広報

第61号
山鹿市教育委員会
教育総務課
☎（43）1396

E-ma i l : ksoh@c i t y.
yamaga.kumamoto.jp

ゆゆ
めめ
ーー

るる
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山
鹿
市
奨
学
資
金
の
申
請
受
け
付
け

●
対
象
者

　

①
本
市
に
居
住
す
る
人
の
被
扶
養
者

　

②
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困

　
　

難
と
認
め
ら
れ
る
人

　

③
学
業
成
績
が
優
秀
な
人
ま
た
は
学

　
　

校
長
の
推
薦
が
あ
る
人

　

④
他
の
奨
学
金
の
貸
与
ま
た
は
給
付

　
　

を
受
け
て
い
な
い
人
、
受
け
る
予

　
　

定
が
な
い
人

●
貸
与
人
員　

若
干
名

●
貸
与
金
額

　

①
高
校
お
よ
び
専
修
学
校
高
等
課
程

　
　

国
公
立　

月
額
2
万
円
以
内　

　
　

私　

立　

月
額
3
万
円
以
内

　

②
大
学
・
大
学
院
お
よ
び
専
修
学
校

　
　

専
門
課
程

　
　

国
公
私
立　

月
額
5
万
円
以
内

●
申
請
期
間

　

8
月
1
日
㈫
～
31
日
㈭

●
受
付
場
所　

教
育
総
務
課

●
受
付
時
間　

午
前
８
時
半
～
午
後
５

　

時
15
分
（
平
日
の
み
）

●
貸
与
期
間　

10
月
か
ら
在
学
す
る
学

　

校
の
修
業
年
限
ま
で

●
利
息　

な
し

●
返
還
方
法　

最
終
学
校
を
卒
業
し
た

　

月
の
６
カ
月
後
か
ら
貸
与
期
間
の
３

　

倍
に
相
当
す
る
期
間
内
に
一
括
、
月

　

賦
、
半
年
賦
、
年
賦
の
い
ず
れ
か
の

　

方
法

※
申
請
書
類
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
奨
学
金
は
奨
学
生
に
貸
与
す
る
も
の

　

で
、
借
り
た
奨
学
金
は
卒
業
後
に
自

　

ら
返
還
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
返

　

還
金
は
、
次
の
奨
学
金
と
し
て
貸
与

　

し
ま
す
。希
望
す
る
人
は
申
請
条
件
、

　

返
還
方
法
な
ど
を
十
分
理
解
し
て
申

　

請
し
て
く
だ
さ
い
。

方
保
田
東
原
遺
跡
公
園
の
ヒ
マ
ワ
リ

畑
が
満
開

　

５
月
17
日
に
大
道
小
学
校
１
年
生
と

大
道
保
育
園
園
児
が
種
を
ま
い
た
ヒ
マ

ワ
リ
が
順
調
に
育
ち
、
７
月
中
旬
頃
に

見
頃
を
迎
え
ま
し
た
。
訪
れ
た
人
た
ち

は
咲
き
誇
る
ヒ
マ
ワ
リ
に
笑
顔
を
浮
か

べ
て
い
ま
し
た
。

　

満
開
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
７
月
14

日
か
ら
23
日
ま
で
、
山
鹿
の
歴
史
や

文
化
財
に
関
す
る
ク
イ
ズ
に
挑
戦
す

る
「
ヒ
マ
ワ
リ
畑
で
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

２
０
２
３
」
を
開
催
し
、
た
く
さ
ん
の

人
が
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
に
参
加
し
、
山
鹿

の
文
化
財
な
ど
に
興
味
を
持
ち
な
が
ら

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

山鹿市

見頃を迎えたヒマワリ

山
鹿
小
学
校
田
植
え

　
６
月
20
日
、
山
鹿
小
５
年
生
１
４
３

人
が
山
鹿
市
津
留
で
田
植
え
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
三
岳
地
区
老
人
会
の

皆
さ
ん
の
「
地
域
で
子
ど
も
た
ち
に
体

験
活
動
を
さ
せ
た
い
」
と
い
う
思
い
か

ら
始
ま
っ
た
「
ふ
れ
あ
い
田で

ん

」
の
一
環

で
、
こ
と
し
で
８
回
目
（
山
鹿
小
は
昨

年
か
ら
参
加
）
を
迎
え
ま
す
。
田
ん
ぼ

に
入
っ
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
足
が

抜
け
な
い
」
や
「
楽
し
い
」
な
ど
の
声

が
飛
び
交
い
、
ぬ
か
る
ん
だ
田
ん
ぼ
か

ら
足
を
抜
こ
う
と
し
て
、
後
ろ
に
ひ
っ

く
り
返
る
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
秋

に
は
稲
刈
り
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。田植えをする子どもたち



問人権啓発課　☎ (43)1199人 権 啓 発 便 り 第31号
人輝く
人権尊重の都

ま ち

市 や ま が

令和５年度女性ネットワークやまが総会を開催しました！
　７月６日に令和５年度女性ネットワークやまが総会を開催し、令和４年度の事業報告や令和５年度の事業計画
について会員の皆さんに審議していただきました。ことしは役員改選の年で、旧役員から新役員に交代しました。
　議事審議後には長寿支援課から【みんなで支える「介護保険制度」と「サービス」】について講話があり、質
疑応答の際には、参加者の介護保険に関するさまざまな悩みに答えました。
　男女共同参画というと固いイメージがあるかもしれませんが「誰もが自分らしく、心豊かに、ともに輝ける社
会づくり」を基軸とした幅広い活動となっています。女性ネットワークやまがの輪をさらに広げたいと思ってい
ますので、興味がある人や尋ねたいことがある人は人権啓発課までお気軽に連絡ください！�

山鹿市人権のまちづくり講演会
●期　日　８月10日㈭
●場　所　鹿本市民センター
●時　間　午後７時から１時間半程度
●講　師　曽方　晴

はる

希
き

さん
●テーマ　多様な性とは？
　　　　　―�それぞれ違いがあり、関わりがある�―
●受講料　無料 人権イメージキャラクター

人 KEN まもる君・あゆみちゃん

皆さんの参加をお待ち
しています！

▲令和５年度女性ネットワークやまが総会の様子
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「Ｌ」＝レズビアン（性自認が女性で性的指向も女性）
「Ｇ」＝ゲイ（性自認が男性で性的指向も男性）
「Ｂ」＝バイセクシャル（男性と女性の両方に恋愛感情や性的欲求を抱く）
「Ｔ」＝トランスジェンダー（体の性と性自認が違う）
「Ｑ」＝クエスチョン（自分の性を定義しない）またはクィア（ＬＧＢＴでは定義されない）
これらの頭文字を並べたものです。性的マイノリティの人は３％から８％いるといわれています。
実は、私たちにとってとても身近な問題であるといえます。
ぜひ一緒に「性の多様性」について見つめ考えてみませんか。

ＬＧＢＴＱとはＬＧＢＴＱとは？？



市民課からのお知らせ市民課からのお知らせ

マイナンバーカードマイナンバーカードの受け取りを代理の受け取りを代理
人に委任できます人に委任できます

マイナンバーカードマイナンバーカードの受け取りはWebの受け取りはWeb
予約が便利です！！予約が便利です！！

問市民課　☎ (43)1169

ジェネリック医薬品ジェネリック医薬品を活用しましょう！！を活用しましょう！！ 問国保年金課　☎(43)1527

　効き目はもちろん、安全性も同等であり、
安心して使うことができます。
　ジェネリック医薬品は、新薬と同じ有効
成分が同一量含まれているため、効き目や
安全性が実証された薬と同等と確認された
上で製造、販売が認められています。

効き目は確か？

かかりつけの医師や薬剤師に相談ください。
※医師の判断により、ジェネリック医薬品
　に変更できない場合があります。
※全ての薬にジェネリック医薬品があるわ
　けではありません。

ジェネリック医薬品を希望するときは？

　薬の価格は５割程度、またはそれ以上安
くなる場合もあります。
　ジェネリック医薬品は、短い期間で開発
できるのでその分価格が安くなります。
※窓口での支払い時に薬代の他、調剤料な
　どが加算されます。

どのくらい安い？
　８月から使用する国民健康保険被保険者証
を７月に送付しています。保険証台紙の裏面
にある「ジェネリック医薬品希望シール」を
保険証に貼付して活用ください。
「ジェネリック医薬品希望カード」
もありますので必要な人は国保年
金課まで問い合わせください。

　ジェネリック医薬品は、新薬（先発医薬品）と同等の品質で製造販売されている低価格の薬のことです。
　ジェネリック医薬品を選択することは、自己負担の軽減だけでなく、医療費全体の抑制にもつながります。

　マイナンバーカード申請
後にカード交付通知書（ピ
ンク色の封筒）が届いた人
は、早めにカードを受け取
りください。

　マイナンバーカードは指定の窓口で申請者本人が受け
取りください。下記条件に該当する人で、必要書類を用
意できる場合に限り、マイナンバーカードの受け取りを
代理人に委任できます。
▼条件
　◦成年被後見人、被保佐人、被補助人
　◦未就学児、小学生、中学生　◦75歳以上の人
　◦長期入院者または施設入所者　◦障がいがある人
　◦要介護、要支援認定者　◦海外留学中の人
　◦高校生、高専生　◦妊婦
　◦長期出張や海外赴任など、勤務形態により日中の来
　　庁が困難な人
※仕事の多忙などはやむを得ない理由に該当しません。

　詳細な条件や持参する書類については、市民課または
各市民センターに問い合わせいただくか、山鹿市ホーム
ページを確認ください。

　マイナンバーカードの受取場所が山鹿市役所市民課の
人は、受け取り予約がWebでもできるようになりまし
た。Web の場合は、24 時間予約ができるのでぜひ利
用ください。
※受取場所が市民センターの人は電話予約のみです。
※本人が来庁できる場合のみ利用できます。
※受取日の４日前までに予約してください。
※30日先まで予約できます。

山鹿市▶

予約はコチラ▶

マイナちゃん
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８月の休日在宅当番医および当番薬局８月の休日在宅当番医および当番薬局

＊都合で変更になる場合があります。〈鹿本医師会〉
＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。〈城北中央薬局 ☎（43）4394〉

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

６日㈰ 保利病院 エース薬局 
11 日㈷ 東内科小児科医院 / 井上産婦人科医院 まつ薬局
13 日㈰ さがわ医院 / 前原耳鼻咽喉科医院 江上薬局グリーン・ファーマシイ
20 日㈰ 山鹿中央病院 / たなか眼科医院 鹿校通薬局
27 日㈰ 大坪内科呼吸器科医院 / 後藤整形外科医院 かおうまち薬局 / きらきら薬局

　各健診の対象者には、個別に案内通知を郵送します。

　毎週金曜日の午前９時半～１１時に受け付けています。
＜持参品＞
　・医療機関が発行する妊娠証明書
　・運転免許証など本人確認ができるもの
　・妊婦本人名義の通帳または通帳のコピー
　　（出産、子育て応援ギフト事業に必要です）

母子健康手帳交付

各種母子保健事業各種母子保健事業

　予約制ですので、事前に右記二次元
コードまたは、健康増進課に電話で予約
してください。
　　　　　　　　　予約はこちらから▶︎

　お子さんの発達、子育ての仕方など、心配なことは
健康増進課に相談ください。

このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、問問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050☎ (43)0050

〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜
このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、問問山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050山鹿健康福祉センター内　健康増進課　☎ (43)0050

〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜〜みんなの〜みんなの健康手帳〜健康手帳〜

　～　気づき・つなぐ山鹿市　悩んでいる人に一緒に寄り添い、気づくために　～
　現在、ストレスを抱える人は増加傾向にあり、心の不調による休職や離職、自死も増加しています。
　ゲートキーパーとは、悩んでいる人に気付き、声をかけ、話を聞いて必要な支援につなげ見守る人であり、誰
もがゲートキーパーになれます。悩んでいる人は、話を聞いてもらうだけでも少し気持ちが軽くなるといわれて
います。

ゲートキーパー養成講座を開催しますゲートキーパー養成講座を開催します

日　時 ８月21日（月）　午後１時半～３時
（午後１時から受け付け）

会　場 鹿本市民センター（ひだまり）　大ホール

講　師 山鹿回生病院　精神保健福祉士　上野　知
とも

子
こ

さん

内　容 ゲートキーパーの役割について
～　声かけ・気づき・傾聴・つなぎ・見守り　～

参加費 無料

定　員 80人（予定）

申し込み方法 健康増進課に電話で申し込み ▲令和４年度開催の様子

13　2023. ８　広報やまが



　肝がんは進行するまで症状が出ないことが多く、年間約３万人が亡くなっています。　肝がんは進行するまで症状が出ないことが多く、年間約３万人が亡くなっています。
鹿本医療圏でも従来多かったウイルス性肝炎に加えて、糖尿病や脂肪肝肥満などの生鹿本医療圏でも従来多かったウイルス性肝炎に加えて、糖尿病や脂肪肝肥満などの生
活習慣病（メタボ）に関連した肝がんが急増しており、これらの原因疾患の早期診断活習慣病（メタボ）に関連した肝がんが急増しており、これらの原因疾患の早期診断
や治療が肝がんの減少につながります。肝がんと診断されても、山鹿市民医療センターや治療が肝がんの減少につながります。肝がんと診断されても、山鹿市民医療センター
では治療が完結できる体制が整ってきました。今回の市民公開講座は、肝がんの予防・では治療が完結できる体制が整ってきました。今回の市民公開講座は、肝がんの予防・
早期診断・治療・緩和ケアについて理解を深めていきます。早期診断・治療・緩和ケアについて理解を深めていきます。

※講演会終了後、相談（質問）コーナーを山鹿市民交流センターロビーに設けます。

第５回第５回
市民公開講座市民公開講座を開催します！！を開催します！！ 問問山鹿市民医療センター　☎ (44)2185山鹿市民医療センター　☎ (44)2185

「山鹿「山鹿でできるでできる肝がん肝がんのの予防予防とと治療」治療」

◦期日　９月９日㈯
◦時間　午後２時～４時（開場午後１時半）
◦場所　山鹿市民交流センター　文化ホール

講座内容 講師

　⒈　肝がんの予防

みんなが受けられる肝がん検診 山鹿市民医療センター
地域健診室　保健師 鹿子木　光

みつ

葉
は

ウイルス性肝炎関連肝がんの予防 大阪公立大学大学院
肝胆膵外科客員教授 久保　正

しょう

二
じ

メタボ関連肝がんの予防 山鹿市民医療センター
消化器内科長 本原　利

とし

彦
ひこ

　⒉　肝がんの治療

当センターで完遂できる肝がん治療 山鹿市民医療センター
事業管理者　外科 別府　透

とおる

免疫療法を用いた最新の肝がん薬物療法 山鹿市民医療センター
腫瘍内科長 宮本　英

ひで

明
あき

　⒊　肝がんの緩和ケア

肝がん患者さんの緩和ケアとこころのケア 山鹿市民医療センター
外科医長 織田　枝

え

里
り

　⒋　本日のまとめと質疑応答
山鹿市民医療センター
事業管理者　外科 別府　透

とおる

入場無料
事前予約不要
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今
月
の
納
税
・
保
険
料

・
市
県
民
税
（
第
２
期
）

・
国
民
健
康
保
険
税
（
第
３
期
）

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
２
期
）

・
介
護
保
険
料
（
第
３
期
）

◦ 

納
期
限　
８
月
31
日
㈭

◦
納
付
場
所
・
納
付
方
法

【
金
融
機
関
】肥
後
銀
行
・
熊
本
銀
行
・

　

�

熊
本
第
一
信
用
金
庫
・
九
州
労
働

金
庫
・
鹿
本
農
業
協
同
組
合
・
郵

便
局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

【
コ
ン
ビ
ニ
・
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
決
済
】

　
表
面
に
バ
ー
コ
ー
ド
が
あ
る
納
付
書

【 

地
方
税
統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対
応
金

融
機
関
な
ど
】

　
表
面
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
あ
る
納
付
書

【
山
鹿
市
役
所
・
各
市
民
セ
ン
タ
ー
】

　
そ
の
他
詳
し
く
は
、
納
付
書
裏
面

を
参
照
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
便
利
な

「
口
座
振
替
」
も
利
用
く
だ
さ
い
。

※「
Q
R
コ
ー
ド
」は
、㈱
デ
ン
ソ
ー

　

�

ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

問
税
務
課
収
納
係
☎（
43
）１
１
４
４

　　

２
０
２
４
年
版
市
民
手
帳
の
購
入

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

購
入
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の
と
お

 
お
知
ら
せ

 

２
０
２
４
年
版
市
民
手
帳
の

 

お
知
ら
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各
種
手
当
は
現
況
届
、
所
得

 

状
況
届
と
更
新
手
続
き
が
必

 

要
で
す

※�

提
出
が
な
い
と
、
11
月
分
以
降
の

手
当
や
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

◦ 

児
童
扶
養
手
当
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
費

　

受
付
場
所

　
【�

山
鹿
地
区
】　　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
課
児
童
家
庭
係

　
【�

鹿
北
・
菊
鹿
・
鹿
本
・
鹿
央
地
区
】

各
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
係

◦ 

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
障
害
児
福

祉
手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
、
経

過
的
福
祉
手
当

　

受
付
場
所

　
【�

山
鹿
地
区
】　　
　
　
　
　
　
　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
【�

鹿
北
・
菊
鹿
・
鹿
本
・
鹿
央
地
区
】

各
市
民
セ
ン
タ
ー
市
民
係

※�

詳
し
く
は
郵
送
し
た
通
知
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
課
児
童
家
庭
係

　
　
　
　
　
　
　

☎（
43
）１
５
１
４

　

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎（
43
）０
０
５
２

▲申し込み

り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
購
入
は
完
全
予
約
制
で
す
。

◦ 

申
し
込
み
方
法　
各
行
政
区
で
回

覧
さ
れ
る
申
し
込
み
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
ま
た
は
直
接
市
役
所

総
務
課
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も
直
接

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

◦ 

販
売
価
格　
６
４
０
円（
税
込
み
）

◦ 

申
込
期
限　
８
月
31
日
㈭

◦ 
受
け
渡
し
時
期　
11
月
中（
予
定
）

問
総
務
課�

☎（
43
）１
１
１
７

　

次
の
手
当
な
ど
の
受
給
資
格
が
あ

る
人
は
、
８
月
に
現
況
届
、
所
得
状

況
届
の
提
出
や
更
新
手
続
き
が
必
要

で
す
。

① 

現
況
届
、
所
得
状
況
届
が
必
要
な

も
の

　

�

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、
特
別

障
害
者
手
当
、
経
過
的
福
祉
手
当

②
更
新
手
続
き
が
必
要
な
も
の

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

案　内　版案　内　版　　InformationInformation
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カルチャースポーツセンター　イベント情報（８月）

◦体育館　
　６日㊐　9：00～
　　全日本社会人全日本マスターズ卓球熊本県予選
　19日㊏　9：00～
　　かもと招魂祭中学生バレーボール大会
　20日㊐　9：00～
　　山鹿灯籠まつり卓球大会
　23日㊌～ 25日㊎　9：00～
　　熊本県高校ハンドボール１年生大会
　28日㊊～ 31日㊍　9：00～
　　九州学生ハンドボールリーグ秋季大会
◦市民球場
　５日㊏～７日㊊　９：00～
　　ヤングリーグ山鹿親善大会（野球）
　９日㊌・10日㊍・17日㊍・18日㊎・22日㊋・
　23日㊌　９：00～
　　城北地区高校野球夏季大会

　11日㊗～ 13日㊐　９：00～・
　19日㊏～ 21日㊊　８：00～
　　九州アジア独立プロ野球リーグ公式戦
◦多目的グラウンド
　１日㊋～６日㊐　９：00～
　　第 38回熊本未来サマーサッカーフェスティバル
　５日㊏～７日㊊　８：00～
　　ヤングリーグ山鹿親善大会（野球）
　21日㊊～ 23日㊌　９：00～
　　第３回サマーサッカーフェスティバル in 山鹿（後期）
◦テニスコート
　11日㊗　８：00～
　　第 21回山鹿灯籠まつり協賛・中学生ソフトテニス大会

問�カルチャースポーツセンター　☎(43)0090



 
山
鹿
市
難
病
友
の
会

 「
き
ず
な
の
会
」
サ
ロ
ン
の
開
催

　　

難
病
患
者
・
家
族
、
支
援
者
が
気

軽
に
話
が
で
き
る
サ
ロ
ン
で
す
。
参

加
費
無
料
で
予
約
不
要
で
す
。
来
場

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦ 

日
時　
８
月
２
日
㈬
、
10
月
４
日

㈬　

と
も
に
午
後
１
時
半
～
（
30

分
～
１
時
間
予
定
）

◦ 

場
所　
鹿
本
地
域
振
興
局
３
階
小

会
議
室

問 

き
ず
な
の
会
事
務
局（
山
鹿
保
健
所
）

　
　
　
　
　

☎（
44
）４
１
２
１

　　

８
月
15
日
㈫
は
「
戦
没
者
を
追
悼

し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
で
す
。

　

こ
の
日
は「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
戦
没
者
に
対
し
、
職
場

や
家
庭
な
ど
で
正
午
か
ら
１
分
間
の

黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
福
祉
課　
　
　

☎（
43
）１
１
６
７

 
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈

 
念
し
ま
し
ょ
う

 

税
務
署
へ
の
来
署
に
よ
る
相

 

談
は
事
前
予
約
を

　　
認
知
症
と
診
断
さ
れ
た
人
や
物
忘

れ
が
気
に
な
る
人
、
そ
の
家
族
が
自

ら
の
体
験
や
希
望
な
ど
を
語
り
合
っ

て
、
自
分
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
よ
り

良
い
暮
ら
し
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域

の
あ
り
方
を
一
緒
に
考
え
る
会
で
す
。

　
「
集
ま
っ
て
楽
し
い
」
に
加
え
、

本
人
同
士
・
家
族
同
士
だ
か
ら
こ
そ

分
か
り
合
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
。
楽
し
い
時
間
を
過

ご
せ
る
よ
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
も
企
画
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
認
知
症
疾
患
セ
ン
タ
ー
の

医
師
や
相
談
員
、
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
、
介
護
施
設
職
員
な
ど
、

専
門
職
の
人
も
参
加
し
ま
す
。

◦ 

日
時　
８
月
29
日
㈫　

午
後
１
時

 

未
来
を
描
く
会
（
認
知
症
本

 

人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
を
開
催

　　
地
震
防
災
対
策
で
は
、
減
災
目
標

の
達
成
を
目
指
し
、
地
域
の
特
性
に

応
じ
て
対
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
内
閣
府
で
は
今
後
の
防
災
対
策

に
向
け
て
、
皆
さ
ん
の
声
を
反
映
さ

せ
る
た
め
避
難
意
識
な
ど
に
関
す
る

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦ 

回
答
フ
ォ
ー
ム

◦ 

回
答
期
限
（
予
定
）
８
月
31
日
㈭

問 

内
閣
府
政
策
統
括
官（
防
災
担
当
）

付
参
事
官
（
防
災
計
画
担
当
）
付

��������

☎
０
３（
３
５
０
１
）６
９
９
６

 

地
震
防
災
対
策
の
現
状
調
査

 

に
係
る
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

▲アンケート
回答フォーム

場
合
は
、
電
話
な
ど
で
事
前
予
約
の

上
、
所
轄
の
税
務
署
で
相
談
を
受
け

ま
す
。
予
約
の
際
は
、
氏
名
、
住
所
、

相
談
内
容
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
税
務
署　

☎（
44
）２
１
８
１

※ 

自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を

選
択
。

 

募
　
集

 

令
和
６
年
山
鹿
市
「
二
十
歳

 

の
つ
ど
い
」
実
行
委
員
募
集

　
令
和
６
年
山
鹿
市
「
二
十
歳
の
つ

ど
い
」
の
運
営
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

◦ 

募
集
対
象　
平
成
15
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
16
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

◦ 

募
集
人
数　
10
人
程
度

◦ 

応
募
方
法　
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー

ツ
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い

◦ 

募
集
期
限　
８
月
31
日
㈭　

◦ 

主
な
役
割　
実
行
委
員
会
議
、
前

日
準
備
お
よ
び
リ
ハ
ー
サ
ル
、
式

典
当
日
の
進
行

◦ 

開
催
日　
令
和
６
年
１
月
８
日
㈷

問
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　
　
　
　

☎（
43
）１
１
５
０

 

博
物
館
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

 

参
加
者
募
集 

 

令
和
５
年
度
山
鹿
市
医
師
修

 

学
資
金
二
次
募
集

　　

将
来
、
医
師
と
し
て
山
鹿
市
民
医

療
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
、
地
域
医
療

に
貢
献
す
る
意
思
が
あ
る
医
学
生

に
、修
学
資
金
を
貸
与
す
る
こ
と
で
、

医
師
の
確
保
と
地
域
住
民
の
健
康
維

持
お
よ
び
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
募
集
し
ま
す
。

◦ 

募
集
人
員　
１
人
（
国
公
立
・
私

立
大
学
生
）

◦ 

募
集
期
限　
８
月
31
日
㈭

※�

詳
し
く
は
市
お
よ
び
山
鹿
市
民
医

療
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課　

☎（
43
）０
０
５
０

問 

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
管

理
課　
　
　
　

☎（
44
）２
１
８
５

半
～
3
時
半

◦ 

場
所　
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

和
室

◦ 

参
加
費　
１
０
０
円
（
当
日
の
お

茶
・
お
菓
子
代
）

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問
山
鹿
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎（
43
）１
０
７
７

　　

税
務
署
へ
の
来
署
に
よ
る
相
談

は
、
事
前
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
税
に
つ
い
て
来
署
で
の
相
談
を

希
望
す
る
場
合
や
相
談
内
容
に
よ

り
、
電
話
な
ど
で
の
回
答
が
困
難
な

 

お
知
ら
せ

　
山
鹿
市
立
博
物
館
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
く
た
め
、
市
民
が
求
め
る

施
設
の
イ
メ
ー
ジ
や
活
用
に
関
す

る
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
文
化
を

生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ

る
人
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
期
日　
８
月
26
日
㈯
、
９
月
２
日
㈯

◦ 

時
間　
両
日
と
も
午
前
９
時
半
～

２
時
間
程
度

◦
定
員　
30
人

◦
申
込
期
限　
８
月
18
日
㈮

◦
会
場　
山
鹿
市
立
博
物
館

※ 

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
立
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　

☎（
43
）１
１
４
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
曜
休
館
）
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お
知
ら
せ

 

障
が
い
児
を
対
象
に
し
た

 

事
業
所
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

問 

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

☎（
43
）０
０
５
２

　

 

山
鹿
市
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

デ
ィ
ア　
　
　

☎（
41
）７
７
１
０

▲�申し込み

▲山鹿市

山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
入
会
員
募
集

　

山
鹿
市
在
住
で
、
原
則
60
歳
以
上

の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
な
ら

ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。
左
記

の
日
程
で
、
新
入
会
員
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
入
会
を
希
望
す
る
人

は
お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

　

清
掃
、
草
取
り
、
剪せ

ん

定て
い

、
農
作
業

な
ど
の
会
員
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
。

◦  

説
明
会
期
日　
８
月
９
日
㈬
・
23

日
㈬
・
９
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬

◦�

時
間　
午
前
10
時
～

◦  

場
所　
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

60
歳
か
ら
の
就
業
相
談
会（
無
料
）

　
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳

以
上
の
人
を
対
象
に
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
状
況
の
紹
介

や
、
仕
事
の
内
容
に
関
す
る
相
談
会

を
行
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ぜ

ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時　
８
月
８
日
㈫　

午
前
10
時

～
午
後
３
時

◦ 

場
所　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

中
会
議
室

◦ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

�

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問�

（
公
社
）
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー　
　

☎（
44
）１
８
５
０

 

市
営
墓
地
の
利
用
者
を
公
募

　
市
営
墓
地
利
用
者
を
公
募
し
ま
す
。

Ａ
区
画
（
８
平
方
㍍
）

　

公
募
区
画　

１
区
画
程
度

　

使
用
料　

20
万
円
（
当
初
の
み
）

　

年
間
管
理
料　
３
３
６
０
円（
毎
年
）

Ｂ
区
画
（
６
平
方
㍍
）

　

公
募
区
画　

５
区
画
程
度

　

使
用
料　

15
万
円
（
当
初
の
み
）

　

 

年
間
管
理
料　
２
５
２
０
円（
毎
年
）

Ｃ
区
画
（
４
平
方
㍍
）

　

公
募
区
画　

１
区
画
程
度

　

使
用
料　

10
万
円
（
当
初
の
み
）

　

 

年
間
管
理
料　
１
６
８
０
円（
毎
年
）

◦ 

所
在
地　
鹿
校
通
２
丁
目
１
１
９
６

 

◦ 

対
象
者　
山
鹿
市
に
「
住
民
票
」

ま
た
は
「
本
籍
」
が
あ
る
人

※ 

山
鹿
市
に
住
民
票
が
な
い
人
は
使

用
料
が
２
割
増
と
な
り
ま
す
。

◦ 

申
請
方
法　
環
境
課
（
環
境
セ
ン

タ
ー
内
）
お
よ
び
各
市
民
セ
ン

タ
ー
の
申
請
書
に
「
世
帯
全
員
の

住
民
票
（
謄
本
）」
ま
た
は
「
戸

籍
謄
（
抄
）
本
」
を
添
付
し
て
、

窓
口
に
提
出
す
る
か
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

◦ 

申
請
期
間　
８
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

※ 
利
用
者
決
定
の
抽
選
は
、
10
月
７

日
㈯
に
行
う
予
定
で
す
。

問
環
境
課　
　
　

☎（
43
）７
２
１
１

 

第
31
回
鹿
北
茶
山
唄
全
国
大

 

会
出
場
者
を
募
集

案　内　版案　内　版　　InformationInformation

▲��令和４年大会の様子

　　

山
鹿
市
指
定
文
化
財
の
民
謡
「
鹿

北
茶
山
唄
」
の
日
本
一
を
競
う
全
国

大
会
の
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

◦ 

期
日　
10
月
29
日
㈰

◦ 

場
所　
鹿
北
体
育
セ
ン
タ
ー

◦ 

部
門　
少
年
少
女
Ⅰ
部
Ⅱ
部
、
青

壮
年
、
実
年
、
高
年
Ⅰ
部
Ⅱ
部
、

寿
高
年
Ⅰ
部
Ⅱ
部
の
計
８
部
門

◦ 

募
集
期
限　
８
月
25
日
㈮

◦ 

参
加
料　
高
校
生
以
上
２
千
円
、

中
学
生
以
下
千
円

※�
大
会
要
項
と
申
込
書
を
出
場
希
望

者
に
は
郵
送
し
ま
す
。

◦ 

参
加
賞　
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
手
ぬ
ぐ
い
、
お
茶
、
地

元
産
食
材
を
使
っ
た
弁
当
。

問 

鹿
北
茶
山
唄
全
国
大
会
実
行
委
員

会
事
務
局（
鹿
北
市
民
セン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎（
32
）３
１
１
１

　

障
が
い
を
持
つ
中
学
生
、
高
校
生

が
市
内
の
企
業
や
障
害
者
就
労
継
続

支
援
事
業
所
を
見
学
す
る
バ
ス
ツ

ア
ー
で
す
。
こ
の
機
会
に
就
職
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
保
護
者

と
ペ
ア
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

働
き
方
を
知
る
た
め
の
見
学
で
あ

り
、
雇
用
を
約
束
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◦ 

対
象
者　
障
が
い
を
持
つ
市
内
の

中
学
生
お
よ
び
高
校
生
（
支
援
学

校
含
む
）
と
そ
の
保
護
者

◦ 

定
員　
10
組

※ 

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
高
校
卒

業
予
定
者
を
優
先
し
ま
す
。

◦ 

日
時　
８
月
23
日
㈬　

午
前
９
時

半
～
午
後
３
時
20
分

◦ 

費
用　
無
料
（
昼
食
と
飲
み
物
は

持
参
）

◦ 

見
学
コ
ー
ス　

障
害
者
雇
用
企

業
・
Ａ
型
事
業
所
・
Ｂ
型
事
業
所

の
３
カ
所
（
午
前
に
１
カ
所
、
午

後
に
２
カ
所
を
見
学
）

◦ 

申
込
期
限　
８
月
16
日
㈬

◦ 

申
し
込
み
方
法　
電
話
ま
た
は
左

の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

17　2023. ８　広報やまが

〈 

有
料
広
告 

〉



広報やまが　2023. ８　18

頭痛・肩こり・不眠症・慢性便秘
などでお悩みの方ぜひご来場ください

からだにいいこと体感ルーム シリカ含有量たっぷりの天然水

※災害時保存水としても
　おすすめ！！

体が必要とするミネラルバランス

まずは飲んで
ビックリおいしい！！

　 マグネシウム

　 バナジウム 　 サンフェード

　 シリカ
医療機器　プロメイト

（定休日：水・木曜日）全身および部分の使用体験

炭酸水素イオンフレッシュ商会　山鹿市鹿校通1-12-16（あさひ食堂横）　☎ 090-4513-4130

　 カルシウム

 
育
児
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

 
講
座
受
講
者
募
集
（
無
料
）

問 

山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
ま
が

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー　
　
　
　

☎（
44
）８
８
０
０

 

さ
く
ら
湯
西
側
休
憩
所
を
活

 

用
す
る
練
習
団
体
を
募
集

 

花か
　
ぼ
く木

友
の
森
造
成
事
業
の
実

 

施
団
体
を
募
集

　
熊
本
県
緑
化
推
進
委
員
会
で
は
、

地
域
の
身
近
な
環
境
緑
化
・
美
化
活

動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
地

域
住
民
な
ど
で
組
織
す
る
団
体
や
学

校
に
対
し
て
苗
木
や
資
材
を
助
成
し

て
い
ま
す
。

◦�

対
象
団
体　
地
域
住
民
な
ど
で
組

織
す
る
団
体
（
町
内
会
、老
人
会
、

緑
の
少
年
団
な
ど
）
や
学
校
、
幼

稚
園
、
保
育
園
ほ
か
。

◦�

助
成
内
容　
花
木
は
サ
ク
ラ
や
サ

ザ
ン
カ
な
ど
、
で
き
る
限
り
在
来

の
樹
種
で
、
助
成
額
は
1
団
体

　

職
業
訓
練
は
、
求
職
者
が
職
業
訓

練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ

て
、早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、

国
が
支
援
す
る
制
度
で
す
。
受
講
料

は
無
料
で
す
が
、
教
科
書
代
な
ど
が

必
要
で
す
。

◦ 

場
所　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
熊
本

◦ 

訓
練
科
目　
溶
接
加
工
科
、
電
気

設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、
生
産
ラ
イ

ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
科
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ

ス
科

※�

一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用

保
険
な
ど
を
受
給
し
な
が
ら
訓
練

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

◦ 

募
集
期
間　
８
月
１
日
㈫
～
24
日
㈭

◦ 

訓
練
期
間

　
�

10
月
３
日
㈫
～
令
和
６
年
３
月
28

日
㈭

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池（
訓
練
担
当
）

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５

 

職
業
訓
練
生
募
集

問 

山
鹿
地
域
観
光
推
進
協
議
会
（
市

役
所
観
光
課
）
☎（
43
）１
５
７
９

30
万
円
ま
で
が
上
限
。

◦
申
請
期
限　
９
月
８
日
㈮

問�（
公
社
）熊
本
県
緑
化
推
進
委
員
会

��������

☎
０
９
６（
３
８
７
）６
１
９
５

問�

鹿
本
地
域
み
ど
り
推
進
協
議
会

（
鹿
本
地
域
振
興
局
林
務
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

☎（
44
）２
１
３
５

▲申し込み

〈 

有
料
広
告 

〉

 

お
知
ら
せ

　

琴
や
三
味
線
な
ど
豊
前
街
道
の

街
並
み
の
雰
囲
気
に
あ
っ
た
文
化

団
体
を
募
集
し
ま
す
。
練
習
風
景

が
市
民
や
観
光
客
の
目
に
触
れ
る

こ
と
で
、
情
緒
あ
ふ
れ
る
古
き
良

き
山
鹿
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。　

◦ 

対
象
団
体　

琴
や
三
味
線
、
灯

籠
踊
り
な
ど
豊
前
街
道
の
雰
囲

気
に
あ
う
団
体

 

◦
実
施
日　
主
に
週
末

◦ 

場
所　

さ
く
ら
湯
西
側
休
憩
所

（
和
室
21
畳
）

◦
使
用
料　
無
料

◦ 

募
集
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　

大
き

な
音
や
激
し
い
動
き
を
伴
う
も

の
、
宗
教
団
体
や
芸
術
・
学
術
団

体
は
対
象
外
で
す
。（
例
：
和
太

鼓
、
ド
ラ
ム
、
ギ
タ
ー
、
ダ
ン
ス
、

歌
、
絵
画
、
研
究
発
表
な
ど
）

※�

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
応
募

く
だ
さ
い
。

　
「
育
児
の
お
手
伝
い
を
し
て
ほ
し

い
人
（
依
頼
会
員
）」
と
「
育
児
の

お
手
伝
い
を
し
た
い
人
（
協
力
会

員
）」
が
、
育
児
の
相
互
援
助
活
動

を
行
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
と
、
産
後
の
調
理
や

洗
濯
・
き
ょ
う
だ
い
の
世
話
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
子
育
て
サ
ポ
ー

タ
ー
派
遣
事
業「
た
ん
ぽ
ぽ
倶
楽
部
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
成
長
や
遊
び
、
大
事
な

お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
す
る
上
で
の

注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
子
育

て
支
援
事
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

フ
ァ
ミ
サ
ポ
の
協
力
会
員
、
子
育
て

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
無
料
託
児
も
用
意
し
て
い

ま
す
の
で
子
育
て
中
の
人
も
安
心
し

て
参
加
で
き
ま
す
。

◦
開
催
日
時

�

・�

９
月
７
日
㈭　

午
前
９
時
50
分
～

午
後
３
時

�

・�

９
月
14
日
㈭　

午
前
10
時
～
午
後

４
時

◦
場
所　
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

◦
対
象
者　
山
鹿
市
在
住
の
人

◦
募
集
人
数　
20
人
程
度

◦�

申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た
は

メ
ー
ル

　

fam
ilysuport@

yam
asha.or.jp

◦
申
込
期
限　
８
月
25
日
㈮
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19　2023. ８　広報やまが

 

熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

 

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

　　

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

職
業
訓
練
で
す
。
受
講
料
は
無
料
で

す
が
、
教
科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
実
務
資
格
取
得
科
】

 

◦ 

訓
練
内
容　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的

な
操
作
か
ら
実
践
的
な
技
能
を

習
得
し
、
就
職
に
有
利
な
パ
ソ
コ

ン
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

 

◦
定
員　
８
人

 

◦
募
集
期
限　
８
月
31
日
㈭

 

◦ 

訓
練
期
間　
10
月
３
日
㈫
～
12

 

海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用

 

試
験

　
◦ 

受
付
期
間　
８
月
24
日
㈭
～
９
月

４
日
㈪

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
み
受
け
付
け

◦ 

試
験
日

　

1
次　

10
月
28
日
㈯
、
29
日
㈰

　

2
次　

12
月
15
日
㈮

月
27
日
㈬

 

◦ 

テ
キ
ス
ト
代　

　

 

税
込
約
９
９
０
０
円

 

◦ 

訓
練
場
所　
特
定
非
営
利
活
動

法
人
ア
イ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
く

ま
も
と
（
熊
本
市
中
央
区
水
前

寺
６
丁
目
51
―３
）

【 

Ｉ
Ｔ
・
Ｗ
ｅ
ｂ
技
術
習
得
科
（
熊

本
校
）】

 
◦ 

訓
練
内
容　
Ｗ
ｅ
ｂ
技
術
と
ク

ラ
ウ
ド
実
践
、
パ
ソ
コ
ン
操
作

ス
キ
ル
を
習
得
し
ま
す
。

�

※
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
の
訓
練

 

◦
定
員　
８
人

 

◦
募
集
期
限　
８
月
31
日
㈭

 

◦ 

訓
練
期
間　
10
月
３
日
㈫
～
12

月
27
日
㈬

 

◦ 

テ
キ
ス
ト
代　

 　
税
込
約
９
９
０
０
円

 

◦ 

訓
練
場
所　

自
宅
（
委
託
先
は

有
限
会
社
シ
ス
テ
ム
ラ
ン
ド
）

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６（
２
９
７
）９
９
１
５
　

訓
練
は
も
の
づ
く
り
を
中
心
と
し

た
就
職
に
結
び
付
き
や
す
い
内
容
で

す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教
科

書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

◦
募
集
科
・
募
集
人
員

　

①
溶
接
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
（
12
人
）

�　

②
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
加
工
科
（
15
人
）

　

③
建
設
機
械
科
（
10
人
）

　

④
ビ
ル
管
理
技
術
科
（
16
人
）

　

⑤�

Ｃ
Ａ
Ｄ
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

科
（
18
人
）

◦ 

募
集
期
間　
８
月
１
日
㈫
～
25
日
㈮

◦
試
験
日
（
筆
記
・
面
接
）

 

公
共
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

 

歯
科
衛
生
士
を
目
指
し
ま
せ

 

ん
か
？

　　
熊
本
県
歯
科
医
師
会
は
、
お
口
の

健
康
日
本
一
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
歯
科
衛
生
士
の
専

門
的
な
力
が
必
要
で
す
。

・ 

３
年
間
養
成
校
で
学
び
、
国
家
試

験
に
合
格
す
る
と
免
許
を
取
得
で

き
ま
す
。

・ 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
お
口

の
病
気
の
予
防
や
治
療
を
行
う
専

門
性
の
高
い
仕
事
で
す
。　

・ 

歯
科
医
院
や
病
院
、
市
町
村
、
施

設
な
ど
多
様
な
分
野
で
活
躍
で
き
、

求
人
も
非
常
に
多
い
仕
事
で
す
。

問 

熊
本
県
歯
科
医
師
会

　
　

☎
０
９
６（
３
４
３
）８
０
２
０

 
山
鹿
支
部
老
連
第
30
回
芸
能

 
大
会
出
演
者
募
集

◦
期
日　
10
月
28
日
㈯

◦
場
所　
八
千
代
座

◦ 

募
集
演
目　
舞
踊
・
踊
り
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
、
健
康
体
操
、
太
極
拳
、

演
奏
、
民
謡
、
合
唱
、
手
品
、
カ

ラ
オ
ケ
な
ど

◦ 

出
演
対
象
者　
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

ま
た
は
招
待
者

◦ 

申
込
先　
各
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
に

指
定
の
用
紙
で
提
出

◦
受
付
期
限　
９
月
20
日
㈬

※�

出
演
決
定
者
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

出
演
者
紹
介
文
を
渡
し
ま
す
。

問
山
鹿
市
老
人
ク
ラ
ブ（
鬼
木
）

�����

☎
０
９
０（
７
４
４
３
）５
２
８
７

　

 

最
終
合
格
発
表　

令
和
６
年
１
月

18
日
㈭

◦ 

受
験
資
格

　

①�

４
月
１
日
時
点
で
高
等
学
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し

た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
お
よ

び
令
和
６
年
３
月
ま
で
に
高
等

学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
卒

業
見
込
み
の
者

　

②�

人
事
院
が
①
に
揚
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

※ 

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
総
務
部

　

人
事
課

�　
　
　

☎
０
９
９（
２
５
０
）９
８
０
０

　
９
月
５
日
㈫

◦ 

入
所
日　
10
月
３
日
㈫

◦ 

訓
練
期
間　
６
カ
月
間

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

☎
０
９
６
８（
62
）８
６
１
０

〈 

有
料
広
告 

〉

♥ホームページ♥ ⇒ https://www.ishinofurukawa.co.jp
山鹿市方保田3514-1
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・お墓をお掃除したい。
・お墓をリフォームしたい。
・墓誌に記名していないので刻みたい。
・香炉や花立てだけを新しくしたい。

ご相談
ください！！

コロナ禍
が収まり
ますよう
に･･･！

あまびえの♥ゆとりんです♥

墓誌のご記名
など

お済みですか？

ご先 備準ごの盆おへまさ祖
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さ
く
ら
湯
８
月
休
館
日

さ
く
ら
湯
８
月
休
館
日

８
月
８
月
1818
日
㈮
日
㈮ ▲�有明高専

　

こ
と
し
は
25
テ
ー
マ
を
実
施
予
定

で
、起
業
家
育
成
講
座
や
ド
ロ
ー
ン
、

ロ
ボ
ッ
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
を
準
備

し
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
無
料
で

参
加
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時　
８
月
22
日
㈫

　

①
午
前
９
時
半
～
正
午

　

②
午
後
１
時
～
４
時
半

 
有
明
高
専
も
の
づ
く
り
体
験

 
教
室
を
開
催

 

催
　
し

 

鞠き
く

智ち

城じ
ょ
う

 

夏
の
工
作
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

 「
福
祉
の
仕
事
」
体
験
で
き

 
ま
す
！

　　
県
で
は
、
福
祉
施
設
で
の
職
場
体

験
を
行
っ
て
い
ま
す
。体
験
終
了
後
、

希
望
者
に
は
就
業
支
援
な
ど
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

◦ 

対
象　

　

① 

福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
人

（
小
学
生
以
上
）

　

② 

福
祉
の
仕
事
へ
の
就
職
を
希
望

す
る
人

◦ 

体
験
先　
高
齢
者
施
設
、
障
が
い

者
就
労
支
援
施
設
な
ど

※�

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問 

熊
本
県
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
６（
３
２
２
）８
０
７
７

 「
く
ま
活
サ
ポ
ー
ト
」
登
録
者

 

募
集
中

　　
県
と
県
内
企
業
な
ど
が
協
力
し
、

県
内
に
就
職
す
る
若
者
の
奨
学
金

返
還
や
Ｕ
タ
ー
ン
費
用
な
ど
を
支

援
し
ま
す
。
現
在
、
２
０
２
３
～

２
０
２
５
年
度
に
就
職
予
定
の
人
の

登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
支
援

を
受
け
る
た
め
に
は
、
就
職
内
定
前

 

さ
く
ら
湯
イ
ベ
ン
ト 

さ
く
ら
湯
特
別
企
画
「
七
夕
湯
」

◦ 

日
時　
８
月
７
日
㈪　

午
前
６
時

～
翌
午
前
０
時

　
（
午
後
11
時
半
受
け
付
け
終
了
）

◦ 

内
容　
七
夕
伝
説
に
ち
な
み
、
大

切
な
人
同
士
が
お
互
い
の
絆
と
縁

を
温
め
あ
え
る
よ
う
に
、
年
齢
・

性
別
を
問
わ
ず
、
ペ
ア
で
６
０
０

円
で
入
浴
で
き
ま
す
。

問 

さ
く
ら
湯　
　

☎（
43
）３
３
２
６

◦ 

場
所　
有
明
工
業
高
等
専
門
学
校

※�

一
部
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

が
、
当
日
参
加
も
可
能
で
す
。
詳

し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問 

有
明
工
業
高
等
専
門
学
校
（
連
携

推
進
係
）

　
　
　

☎
０
９
４
４（
53
）８
６
２
７

④
午
後
２
時
15
分�

⑤
午
後
３
時
半

◦ 

定
員
　
各
回
12
人

 

※ 

会
場
は
い
ず
れ
も
鞠
智
城
研
修
施
設

※ 

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
、
定
員

に
な
り
次
第
申
し
込
み
終
了
で
す
。

※
受
け
付
け
は
午
前
９
時
半
～
午
後

　
５
時
。

問 

歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館

　
　
　
　
　
　
　

☎（
48
）３
１
７
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
曜
休
館
）

に
あ
ら
か
じ
め
制
度
に
登
録
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

◦
支
援
内
容

　

 

・ 

奨
学
金
返
還
支
援
額　
　
　
　

最
大
４
５
６
万
円

　

 

・
赴
任
費
用
等
支
援
額　
　
　
　

　

最
大
50
万
円

※�

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問 

熊
本
県
商
工
政
策
課

　
　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
１
３ ▲くま活サポート

▲熊本県社会
　福祉協議会

〈 

有
料
広
告 

〉

　

夏
休
み
期
間
中
に
小
学
生
を
対
象

と
し
た
、
も
の
づ
く
り
体
験
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

木
工
ス
ト
ラ
ッ
プ
づ
く
り

◦ 

日
時
　
８
月
５
日
㈯
①
午
前
10
時

②
午
前
11
時�

③
午
後
１
時

　

④
午
後
２
時�

⑤
午
後
３
時

◦ 

定
員
　
各
回
20
人

竹
あ
か
り
づ
く
り

◦ 

日
時
　
８
月
13
日
㈰
①
午
前
10
時

②
午
前
11
時
15
分�

③
午
後
１
時
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定 例 相 談 相談 無料は

相談の時間は下記のとおりです。
◦一般相談
　午前９時〜正午
※�予約制ではありませんので、お待
ちいただく場合があります。
◦司法書士相談（事前予約が必要）
　午前 10時〜正午
◦法律相談（事前予約が必要）
  ・午前 10時〜正午
  ・午後 1時〜 3時（本所・山鹿支所���
　�のみ )
�※�司法書士相談、法律相談の利用
は、１人に付き年３回までです。

【山鹿健康福祉センター内社協本所
・山鹿支所】　☎ (43)1134
①一般相談　８月７日㈪
②司法書士相談（成年後見・多重債務・�
　登記関係）８月 14日㈪　※要予約
③法律相談　８月 28日㈪　※要予約

【鹿北老人福祉センター】☎ (32)2696
①一般相談　８月３日㈭
②法律相談　８月 24日㈭　※要予約

【菊鹿健康福祉センター】☎ (48)5060
①一般相談　８月２日㈬
②司法書士相談（登記関係）
　８月 16日㈬　※要予約

【鹿本ふれあいセンター】☎(46)2206
◯一般相談　８月１日㈫

【鹿央地域福祉センター】
　　　　　　　　　　☎ (36)3811
◯一般相談　８月４日㈮

問社会福祉協議会本所☎ (43)1134

◦日時　８月８日㈫�
　　　　午後１時〜４時
◦場所　市役所２階会議室
※予約をした人が優先となります
問企業誘致課　☎ (41)5643

◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

【フルタイム】　（月額）
①看護職員　16万円〜
②介護職　15万 2300 円〜
③調理師　15万円〜
④ホテルフロント　18万千円〜
⑤プラスチック製品の製造
　17万円〜
⑥自動車整備工　18万３千円〜
⑦大型トラック運転手　21万円〜
⑧選卵、選別作業員　16万 6335 円
【パートタイム】　（時間額）
①歯科衛生士　1400 円〜
②医療事務　1200 円
③介護職　900 円
④総菜調理・仕込み・接客　920 円〜
⑤婦人服販売員　900 円〜
⑥まつり・ボタン付け　870 円〜
⑦送迎ドライバー　925 円〜
⑧清掃作業員　860 円
※�すでに採用済みの場合もあります。
　詳しくは、問い合わせください。
　午前９時半〜午後５時（土日祝休）
問ハローワーク菊池
　山鹿市地域職業相談室
　（鹿本総合庁舎１階）　☎ (43)1724

　相談月の前月から電話で予約を受
け付けています。９月の予約を８月
１日㈫から受け付けます。
【９月相談日】※要予約☎ (43)1576
６日㈬、13 日㈬、20 日㈬、27 日㈬
・時間　午前 10時〜午後３時
・場所　市役所会議室
年金事務所でも手続きができます。
電話予約☎ (0570)054890
老齢年金の相談・請求は
ネット予約（右の二次元
コードを読み取ってくだ
さい）もできます。

問国保年金課　☎ (43)1576

・日時　８月 10日㈭
　　　　午後１時半〜４時半
・場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

年金出張相談

障がい児・者相談

心配ごと相談

認知症に関する相談

仕事の相談はお気軽に

社会保険労務士労働相談

◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前９時〜午後４時
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター　☎(43)0188

消費生活相談

専門の相談員が支援します。
【市役所福祉課 障がい福祉係】
◦日時　月〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前８時半〜午後５時

【山鹿健康福祉センター】
◦日時　８月２日㈬、９日㈬、
　　　　16日㈬、23日㈬、30日㈬
　　　　午前９時〜 11時

【鹿北市民センター】
◦日時　８月 15日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【菊鹿市民センター】
◦日時　８月１日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【鹿本市民センター】
◦日時　８月 22日㈫
　　　　午後１時半〜３時半

【鹿央市民センター】
◦日時　８月８日㈫
　　　　午後１時半〜３時半
問福祉課障がい福祉係　☎(43)0052

秘密は固く守ります。お気軽にご相談ください。

至 福岡

至 熊本 

至 玉名 至 菊池 

至 南関

●警察署 

●山鹿バス
　センター 

　老人福祉
●センター 

●市役所 
●八千代座 
山鹿中央
病院
● 

●温泉プラザ 

国
道
３
号 

県道200号 

国道325号 

鹿本総合庁舎 
　●

国道443号 
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６ 問市民課　☎(43)1169

うぶごえうぶごえ

お く や みお く や み

およろこびおよろこび

山　鹿
　山　鹿

▲

杉本　新彌さん(79)　松本　重子さん(92)
　　　　　中村　治正さん(82)　皆本　政己さん(68)
　　　　　藤原チヱ子さん (101)
　米　田

▲

井寺イツ子さん (72)　
　八　幡

▲

大林　濱子さん(90)　木下八千代さん(73)
　　　　　河野　行鮮さん(99)　大林祐久子さん(92)
　　　　　前田　廣助さん(92)　野下　　淳さん(90)
　三　岳

▲

花井　壽男さん(85)　山口ノリヱさん(76)
　三　玉

▲

池田　弘毅さん (83)
　大　道

▲

神田　和子さん(82)　山田ヤエ子さん(94)
　　　　　奥村　澄子さん(89)　松本　チミさん(97)

※６月中の届け出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています。

鹿　北
　岳　間

▲

古川アキヱさん (99)　
　岩　野

▲

小𠩤　佳　さん(90)　中村　睦子さん(83)
　広　見

▲

山口　　忠さん(55)　竹熊佐和子さん(74)
菊　鹿
　内　田

▲

田中　春代さん(90)　竹元　榮一さん(83)
　　　　　山口　秋生さん(89)　霍川　敬介さん(92)
　　　　　三浦マスエさん(95)　田中イツミさん(92)
　六　郷

▲

青木　伸親さん(71)　青木キヌエさん(100)
　城　北

▲

樋口　敏治さん(90)　永田　文子さん(69)
鹿　本
　来　民

▲

副島久美子さん(83)　坂本　幸子さん(101)
　稲　田

▲

平本タカヨさん (89)
　中　富

▲

福島　悦子さん (87)　
鹿　央
　千　田

▲

上田　　睦さん (96)
　米野岳

▲

梶山　光夫さん (71)
　山　内

▲

大森　正博さん (88)　

山　鹿
　山　鹿

▲

山根生
い

桐
ず

真
ま

さん　小原主
かず

之
の

介
すけ

さん　
　　　　　井上　　凪

なぎ

さん　大坪　万
ま

紘
ひろ

さん　
　　　　　安達　　花

はな

さん　内田　千
ち

景
ひろ

さん
　平小城

▲

近藤　　颯
はやて

さん
　三　岳

▲

酒井　紬
つむ

希
ぎ

さん
　大　道

▲

上田　裕
ゆう

斗
と

さん　中野　瑛
えい

翔
と

さん

山　鹿
　山　鹿

▲

木村　隆志さん♥中島奈津美さん
　八　幡

▲

圖師　隆聖さん♥飯川　心蘭さん
　大　道

▲

井上　雄太さん♥桑野　由梨さん

菊　鹿
　城　北

▲

冨來　琉聖さん♥沼田　礼子さん
　　　　　下岡　颯吾さん♥山下　綾香さん

菊　鹿　
　城　北

▲

渡辺　優
ゆう

汰
た

さん
鹿　本
　来　民

▲

岩崎　椛
か

音
の

さん　クルス ,ミヤビケイラさん
　稲　田

▲

工藤　葉
よう

太
た

さん
鹿　央
　千　田

▲

廣岡　朔
さく

歩
と

さん　竹下　立
り っ か

夏さん
　米野岳

▲

瀬口　葵
き

央
お

さん　
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お
知
ら
せ

バ
ン
ビ
通
信

図書館スタッフ図書館スタッフ  おすすめのおすすめの１冊１冊

問
消
防
本
部
予
防
課　　
☎（
43
）９
１
１
９

山
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に

山
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に

　

全
国
で
は
、
毎
年
山
の
事
故
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

比
較
的
気
象
条
件
に
恵
ま
れ
る

こ
と
の
多
い
夏
の
山
で
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
の

で
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◦
無
理
の
な
い
登
山
計
画
を

　
　
自
分
の
体
力
に
合
う
山
や
登

　

山
コ
ー
ス
を
選
定
し
ま
し
ょ
う
。

　

明
る
い
う
ち
に
下
山
で
き
る
よ

　

う
に
、
登
山
時
間
と
下
山
時
間

　

を
き
ち
ん
と
考
え
ま
し
ょ
う
。

◦
適
度
な
休
憩
を

　
　
疲
れ
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に

　

休
憩
を
取
り
、
こ
ま
め
な
水
分

　

補
給
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◦
正
確
な
情
報
収
集
を

　
　
登
山
ル
ー
ト
の
最
新
情
報
や
、

　

天
気
予
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◦
装
備
や
持
ち
物
の
確
認
を

　
　
山
の
天
気
は
変
わ
り
や
す
い

　

た
め
、
気
温
や
天
候
に
合
わ
せ

　

て
服
装
や
歩
き
や
す
い
靴
を
履

　

き
、
雨
具
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
遭
難
を
防
ぐ
た
め
地
図

　

や
コ
ン
パ
ス
、
携
帯
電
話
な
ど

　

を
必
ず
持
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

緊
急
時
に
備
え
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
の

　

付
い
た
機
器
な
ど
が
あ
れ
ば
、

　

自
分
の
位
置
を
速
や
か
に
伝
え

　
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
便
利
で
す
。

問い合わせ先問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　★生涯学習・スポーツ課☎ (43)1150

話題の文章作成AI「ChatGTP」。その活用方法
や危険性、今後の展望について、専門家との会
話形式で学ぶ解説書です。

【ひだまり】【こもれび】

『先読み！　IT ×ビジネス講座　C
チャット

hatGPT　対
話型AI が生み出す未来』
古川渉一、酒井麻里子 /著　インプレス /出版

公園で『雲』を買ったリジー。ともに楽しい日々
を過ごしますが雲は成長し、別れの時が…。お
話も絵も夢のような、切なく優しい本です。

【ひだまり】【こもれび】

『リジーと雲』
テリー・ファン、エリック・ファン /作　増子久美 /訳

化学同人 /出版�

《情報科学》

《えほん》

蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北図書室　　　　【鹿北】　菊鹿図書室　　　　【菊鹿】
鹿央図書室　　　　【鹿央】

休 

館 

日

ひだまり図書館

８月７日㈪・14日㈪・21日㈪・28日㈪

こもれび図書館

８月２日㈬・９日㈬・16日㈬・23日㈬・30日㈬

お
し
ら
せ

ひだまり図書館

「夏休みおたすけコーナー」

読書感想文の課題図書、読書感想画の指定
図書の他、自由研究や工作など夏休みの宿
題に関する本を展示します。

こもれび図書館

「こもれび夜のおはなし会」

日時：８月18日㈮　午後６時（約60分）
場所：山鹿市民交流センター　中会議室
おはなしボランティア「夢ひこうせん」の
皆さんによる楽しいおはなし会です。
ぜひお越しください。

図書館の情報は
こちらから
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山鹿市内の子育て支援センター・子育て世代包括支援センター・保育園・
幼稚園・小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

山鹿市内の子育て支援センター・子育て世代包括支援センター・保育園・
幼稚園・小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

　本校は、令和３年４月に鹿本地域で初めての小学部
から高等部までを設置する県立特別支援学校として開
校しました。「地域や家庭と連携しながら児童生徒一
人一人に応じた教育活動を実践することで、児童生徒
が自分に自信を持ち、夢に挑戦する力や地域社会の中
で生きていく力を育む」ことを学校目標として、子ど
もたち一人一人を大事にするとともに保護者の思いに
寄り添い、そして地域と共に成長できる学校を目指し、

教職員一丸となって教
育活動に取り組んでい
ます。
　この２年間、鹿本小
学校や鹿本中学校、山
鹿市内の県立高校３校
など、地域の学校の児
童・生徒さんとの交流
及び共同学習はもちろ
んのこと、さまざま

な形で地域の皆さんとも交流を行ってきました。「鹿
本町スポーツ推進委員」「山鹿市生涯学習講座受講者」
とのボッチャ交流、「来民門前市」での「的当てボッ

チャ」の出店など、
「ボッチャ」を通して
多くの人と触れ合い、
楽しさを共有しまし
た。また、豊かな地域
資源を生かし、米作り
や酪農見学、来民うち
わや山鹿灯籠などの
伝統文化を学んだり、
地域清掃を行ったりと、地域から学び、地域に貢献す

る学習活動にも取り
組んでいます。開校か
ら３年目のことしは
「あと一歩、前へ」を
スローガンに、かもと
稲田支援学校は進化
×深化＝真価を目指
します！

かもと稲田支援学校　☎ (46)1740

かもと稲田支援学校データ　土井裕
ゆ み こ

三子校長
全校児童・生徒　75 人

心豊かに　道を求め　共に生きる

親子レクリエーション
鹿本こども園 ☎ (46)2345

芝生のグラウンドでのびのびと遊び込む！
　　　　　　　山鹿こども園 ☎ (44)3653

　本園には、固定遊具がある園庭とは別に天然芝の
グラウンドがあります。このグラウンドには大きな
固定遊具がないため、思いきり体を動かして遊ぶこ

とができます。ま
た、芝生は土に比べ
て柔らかいため、０
歳児の子どもたちも
積極的にハイハイを
して遊んだり、寝転
んだり座ったりして
のびのびと遊ぶこと

ができます。芝生は季節によって緑色の濃さや色合い
が違い、四季を感じることができ、子どもの心を豊か
にしてくれます。実際にグラウンドで遊ぶ際は、ボー
ル遊びやルールのある遊び、しゃぼん玉遊びなど、そ
れぞれの月齢や年齢
に合った遊びを子ど
もたちが工夫して協
力し合って遊ぶ姿が
見られ、遊びの中で
もたくさんの成長が
感じられます。これ
からも子どもたちが
遊び込めるような活動をたくさん取り入れていきた
いと思います。　　   　　　　　保育教諭　前川美

み わ

和

　毎年実施している親子レクリエーションを、ことしは
鹿本体育館で行いました。みんなで「ちょっとだけ
体操」をした後、各
クラスに分かれて年
齢に合わせたふれあ
い遊びや趣向を凝ら
したゲームをし、子
どもたちの笑顔があ
ふれ、親子で顔を見
合わせて笑いあう姿
がありました。日頃、顔を合わせることのない保護者
の皆さんも自己紹介では意外な一面を知り、共通の趣
味が見つかるなど盛り上がる姿があり、保護者同士

の交流の機会にもなっ
たようです。「親子レク
リエーションとっても楽
しかったです。先生に
べったり♡　園でもか
わいがってもらってい
るのが伝わりました」
などのうれしい感想も
いただきました。子ど

もたちもそうですが、保護者の皆さんからの温かい言
葉や感謝は今日もがんばるパワーが出てきます！

主任　岩下知
ち ほ

穂

ふかふかで気持ちいいね！

しゃぼん玉たくさん追いかけたよ！

だいこん抜き（足だけで我が子
を見つけられるかな？）

な〜べ〜な〜べ〜そ〜こぬけ〜♪

小学部「おいしいお米を作ろう」

中学部「酪農家見学」

高等部「地域クリーンタイム」

 

お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ

贈呈された牛乳を持つ早田市長と JA 鹿本の酪農女性部、鹿
本酪農の女性部の皆さん

6/14　おいしい牛乳を飲みましょう！
　　　　…ちちの日に牛

ち

乳
ち

を贈ろうキャンペーン

　父の日を前に、ＪＡ鹿本の酪農女性部と鹿本酪農の女性
部５人が早田順

じゅん

一
い ち

市長に牛乳を贈りました。代表して若杉
史
ふ み

さんが「牛乳には、骨や歯を強くするなど栄養がたくさ
ん含まれています。愛している牛たちと毎日おいしい牛乳
作りに励んでいます」とあいさつしました。早田市長は、
牛乳を試飲し「とてもおいしい！　」と笑顔を浮かべてい
ました。

山鹿中弓道部の皆さん

6/21　優勝目指してがんばります！
　　　　…山鹿中弓道部が全国大会出場

　４月29日に開催された熊本県中学生弓道選手権大会兼全
日本少年武道錬成大会県予選大会で、山鹿中弓道部が男女
ともに全国大会出場を決めました。早田市長に報告に訪れ
た村田悠

ゆ う

太
た

さんが「日々の練習の成果を生かして一生懸命
がんばります」と抱負を述べ、酒井みちるさんが「弓道は
鍛
た ん

錬
れ ん

のたまものです。一日一日の練習を、存分に発揮した
い」と思いを伝えました。

半導体の説明をする高松幸
こう

司
じ

本部長と、菊鹿中２年生の皆
さん

6/19　中学生に地元企業の魅力を PR
　　　　…山鹿市企業連絡協議会が企業見学会を開催

　地元企業の認知度や地元就職の機運を高めるため、中学
生を対象に企業見学会が開催され、この日は菊鹿中２年生
40人が３つの企業を訪問しました。半導体事業などに取り
組まれている（株）山清工業九州山鹿工場（久原）では、
吉永義

よ し

文
ふ み

取締役が「数年後の進学時や就職時に今日学んだ
ことを思い出して生かしてください」と思いを伝え、半導
体の勉強と工場内の見学を行いました。

6/17　仲間と支え合い練習してきた成果を
　　　　  …山鹿市中学校総合体育大会夏季大会

　第13回山鹿市中学校総合体育大会の総合開会式が山鹿市
総合体育館で開催され、出場選手たちが参加しました。全
種目の選手たちが集まる開会式を行うのは県内でも本市だ
けで、選手宣誓では鹿本中野球部の木野翔

しょう

太
た

さんと同校ソ
フトテニス部の城佳

か

澄
すみ

さんが「今日までの練習や教え、と
もに汗を流した仲間を信じ、最後まで正々堂々と戦い抜く
ことをここに誓います」と力強く宣誓しました。 左から宣誓を行った木野さんと城さん



 

投
稿
の
ペ
ー
ジ

● みんなの広場は投稿のページです。掲載を希望する人は、秘書広報課まで連絡ください。原稿締め切りは掲載月前月の１日までです。
● 紙面の都合で掲載を調整する場合があります。

 

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦ 

日
時　
８
月
27
日
㈰

　

午
前
９
時
半
～
11
時

◦
場
所　
湯
の
端
公
園

◦ 

出
演　
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
、
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
鹿
北
中
音
楽
部
、
山

鹿
中
太
鼓
部
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
演
奏
。

※
出
演
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
小
川
）

☎
０
９
０（
５
７
４
７
）５
１
３
６

 

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
っ
ぴ
ぃ
♡
は
っ
ぴ
ぃ

　
結
婚
し
た
い
あ
な
た
の
幸
せ
探
し
の
一

歩
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◦ 
日
時　
８
月
20
日
㈰　

午
後
１
時
半
～

◦ 
対
象　
男
性
45
歳
～
59
歳

　

女
性
40
歳
～
59
歳

◦ 

募
集
人
数　
男
女
各
５
人
（
先
着
順
）

◦ 

場
所　
大
津
町
ま
ち
づ
く
り
交
流
セ
ン

タ
ー
（
大
津
町
大
津
１
１
８
９

−

２
）

◦ 

参
加
費　
千
円
（
当
日
徴
収
）
※
別
途

入
会
登
録
費
３
千
円

 「
山
鹿
灯
籠
」
展
示

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

故
中
島
清き

よ
し

灯
籠
師
が
、
豪
華
な
和
紙

で
制
作
し
た
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
を
展

示
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
も
れ
び
図
書
館
で

も
山
鹿
灯
籠
に
関
連
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
て
い
ま
す
。

◦ 

期
間　
８
月
１
日
㈫
～
21
日
㈪

◦ 

場
所　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン

　
タ
ー
）　　
　
　
　

��

☎（
43
）１
０
８
１

 

第
22
回
熊
本
い
の
ち
の
電
話 

 

チ
ャ
リ
テ
ィ
公
演

社
会
福
祉
法
人
熊
本
い
の
ち
の
電
話

◦ 

日
時　
８
月
21
日
㈪　

午
後
２
時
開
演

（
午
後
１
時
半
開
場
）　

◦ 

場
所　
く
ま
も
と
森
都
心
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

◦ 

内
容　
自
殺
予
防
熊
本
い
の
ち
の
電
話

の
活
動
紹
介
お
よ
び
、
花は

な

童わ
ら
べ、
こ
と
や

詩し

吟ぎ
ん

、
吟ぎ

ん

剣け
ん

詩し

舞ぶ

道ど
う

の
踊
り
や
歌
。

◦
入
場
料　
２
千
円

◦ 

申
し
込
み　
事
前
に
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
大
谷
楽
器
、
熊
日
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
で
も
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
中
。

�

◦ 

問
い
合
わ
せ
先
（
熊
本
い
の
ち
の
電
話

事
務
局
）
平
日
午
前
10
時
～
午
後
５
時

☎
０
９
６（
３
５
４
）４
３
４
３

 

こ
ど
も
の
げ
き
じ
ょ
う
２
０
２
３  

 

や
だ
、
や
だ
あ
っ
か
ん
べ
ー
！

劇
団
風
の
子
九
州

　

気
の
弱
い
内
気
な
と
も
と
、
そ
れ
を
丸

ご
と
受
け
止
め
励
ま
す
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

公式サイト

 

火
の
国
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
ズ

 

８
月
の
ホ
ー
ム
公
式
戦

火
の
国
サ
ラ
マ
ン
ダ
ー
ズ

◦ 

期
日　
８
月
11
日
㈷
～
13
日
㈰

◦
対
戦
相
手　
北
九
州
下
関
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

◦ 

期
日　
８
月
19
日
㈯
～
21
日
㈪

◦ 

対
戦
相
手　

　

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
４
軍　

◦ 

時
間　
い
ず
れ
も
午
後
２
時
開
始

◦ 

入
場
料　

　

大
人
１
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
千
円

　

未
就
学
児
無
料

◦ 

当
日
券　

　

い
ず
れ
も
正
午
か
ら
球
場
で
販
売

◦ 

場
所　
山
鹿
市
民
球
場

◦ 

問
い
合
わ
せ
先
（
Ｋ
Ｐ
Ｂ　
ｐ
ｒ
ｏ
ｊ

ｅ
ｃ
ｔ
株
式
会
社
）

☎
０
９
６（
２
８
４
）１
８
５
５

 

宇
宙
っ
て
な
あ
〜
に
？

落
語
カ
フ
ェ
「
七
七
屋
山
本
堂
」

　
粒
子
物
理
学
を
学
び
三
井
化
学
の
エ
ン

ジ
ニ
ア
を
し
て
い
た
金
子
保や

す
た
か隆

さ
ん
が
、

子
ど
も
に
も
わ
か
り
や
す
く
宇
宙
の
不
思

議
を
話
し
ま
す
。
夏
休
み
、
夜
空
を
眺
め

宇
宙
の
不
思
議
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
質
問
も
ど
ん
ど
ん

し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
費
無
料
で
す
。

◦ 

日
時　
８
月
19
日
㈯　

午
後
６
時
～

◦ 

場
所　
落
語
カ
フェ
「
七
七
屋
山
本
堂
」

◦ 

内
容　
宇
宙
の
誕
生
は
？　

宇
宙
は
何

で
で
き
て
い
る
の
？　

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー

ル
っ
て
？　

な
ど

◦ 
定
員　
15
人

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦ 
問
い
合
わ
せ
先
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

 

親
子
で
学
ぶ
県
下
初
の
総
理
大
臣  
 

清
浦
奎け

い

吾ご

伯
の
生
き
様清浦

奎
吾
顕
彰
会

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時　
８
月
20
日
㈰　

午
後
1
時
半
～

◦
場
所　
鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー（
ひ
だ
ま
り
）

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
三
嶋
）

☎
０
９
０（
７
５
３
６
）８
６
６
０

公式サイト

転
校
先
の
天
真
ら
ん
ま
ん
な
み
さ
き
と
妖

怪
た
ち
と
の
出
会
い
や
出
来
事
が
、
内
気

な
と
も
を
前
へ
と
一
歩
踏
み
出
さ
せ
て
い

く
舞
台
劇
で
す
！

◦ 

日
時　
８
月
20
日
㈰　

午
後
２
時
開
演

（
午
後
１
時
半
開
場
）

◦
場
所　
八
千
代
座

◦
入
場
料　

　
大
人

　
前
売
り
券
１
５
０
０
円　

当
日
券
二
千
円

　

４
歳
以
上
高
校
生
以
下

　

前
売
り
券
千
円　

当
日
券
１
５
０
０
円

◦ 

チ
ケ
ッ
ト
購
入
方
法　

　

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ

　
（
Ｐ
コ
ー
ド
５
１
８
９
３
０
）

　

ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

　
（
Ｌ
コ
ー
ド
８
４
１
１
３
）

　

ま
た
は
、
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
に
よ

　

り
購
入
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
劇
団
風
の
子
九
州
）

☎
０
９
２（
８
４
１
）７
８
８
９

◦ 

必
要
書
類　
履
歴
書
、
写
真
３
枚
、
独

身
証
明
書
、
所
得
証
明
書

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
中
牟
田
）

☎
０
７
０（
２
６
３
２
）０
１
６
０
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８月

※�営業時間や内容が変更・中止になる場合
があります。また、チケットのお求めや
内容に関することは八千代座まで問い合わ
せください。　　　　　　問☎ (44)4004

観光協会HP

今月の 街角Gallery
ギャラリー

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）問 ☎ (44)4835
▶前期　子ども絵画作品展
　 稲光園、かもと乳児保育園の年長児さんの作品を展示。
���期間：８月１日㈫～15日㈫
▶後期　山鹿市公民館自主講座水彩画作品展
　�服部秋

あきひこ

彦講師の受講生 10人が描いた風景・静物などの
水彩画約20点を展示。期間：８月16日㈬～ 31日㈭

◉時間：どちらも午前11時半～午後６時
　（どちらも最終日は午後３時まで）日曜定休

【見学ができない日】
上記の日、および 10日㈭は見学できません。
　八千代座見学
入館料��大人530円、小中学生270円　（団体割引などあり）
　「八千代座物語」〜山鹿灯籠踊り定期公演〜
内　容  浪曲「わさもん」上映＆山鹿灯籠踊り
日　時   ５日㈯〜７日㈪、21日㈪、26 日㈯〜 28 日㈪
　　　��（午前 10 時半開演）
※�八千代座物語の鑑賞には、八千代座入館料に別途大
人千円、小中学生 500 円が必要です。詳しくは、山
鹿温泉観光協会ホームページをご覧ください。
　「灯籠まつり八千代座納涼公演」
日　時   15 日㈫、16 日㈬　午後１時〜８時
鑑賞料��大人 1500 円、中学生以下無料

開催日 行　事　名 時間 料金
９日㈬ 休　館　日 − −

11日㈷ 公文協�アートキャラバン事業
「パレイドリア」 午後 有料

20日㈰ こどものげきじょう 2023
やだ、やだあっかんべー！ 午後 有料

｢万葉の風｣鹿央物産館（常設展示場）問 ☎ (36)3838
▶前期　竹

ちくゆう

友の会作品の集い展　
　相川博

ひろし

さん（山鹿市）他、会員の作品 50点を展示・
　販売。期間：８月１日㈫～15日㈫　
▶後期　心やさしく趣味の水墨画鹿央三人展
　森広

ひろゆき

行さん（山鹿市）他２人の春山千
せんそう

艸先生指導によ
　る作品12点を展示。期間：８月16日㈬～ 31日㈭　
◉時間：午前10時～午後４時　※月曜休館

 

不
動
産
で
気
に
な
る
こ
と
　
　  

 

相
談
く
だ
さ
い

コ
ー
エ
イ
株
式
会
社

　

空
き
家
の
管
理
、
売
却
、
相
続
、
遺
言

な
ど
、
お
悩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

ど

ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ

い
。
不
動
産
問
題
に
つ
い
て
解
決
の
プ
ロ

が
対
応
し
ま
す
。

◦ 

日
時　
８
月
27
日
㈰　

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

先
着
順
４
組
（
１
組
１
時
間
）

◦ 

場
所　
コ
ー
エ
イ
不
動
産
（
菊
池
市
野

間
口
３
３
８
番
地
１
）

�

◦
問
い
合
わ
せ
先
（
平
川
）

☎
０
９
６
８（
23
）７
１
０
０

ぴあぴあギャラリーウォール 問 ☎ (44)1231
▶北原岳

がく

くん作品展
　紙やテープなどを使って思いのままに作品を作りました。
　期間：８月１日㈫～16日㈬
◉時間：午前８時半～午後５時（初日は午後１時から）
　※５日㈯および日曜休館

 

二
見
颯そ

う
い
ち一

＆
歌
屋
山
本
け
い 

 

八
千
代
座
コ
ン
サ
ー
ト

　
山
鹿
ふ
る
さ
と
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

　

二
見
颯
一
（
日
本
ク
ラ
ウ
ン
所
属
・
宮

崎
県
出
身
）
と
歌
屋
山
本
け
い
（
山
鹿
市

在
住
）、
そ
し
て
山
鹿
中
学
校
合
唱
部
が

出
演
し
ま
す
。
ピ
ア
ノ
伴
奏
の
演
出
も
あ

り
、
八
千
代
座
に
刻
ま
れ
た
歴
史
を
肌
で

感
じ
な
が
ら
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡

る
「
実
力
派
歌
手
」
の
ス
テ
ー
ジ
が
楽
し

め
ま
す
。

◦ 

日
時　
９
月
30
日
㈯　

午
後
２
時
開
演

（
午
後
１
時
15
分
開
場
）

◦
場
所　
八
千
代
座　

◦
入
場
料　

　

指
定
席
４
５
０
０
円

　

自
由
席
３
５
０
０
円

◦
申
し
込
み
・ 

問
い
合
わ
せ
先
（
濱
田
）

　
　
　
　

yam
agakonsa@

gm
ail.com

�　
　
　
☎
０
７
０（
１
４
４
１
）１
７
０
５

 

矢
旗
譲
っ
て
く
だ
さ
い
！

豊
前
街
道
北
部
商
店
街

　
洋
服
の
上
か
ら
簡
単
に
着
ら
れ
る
着
物

を
矢
旗
で
作
り
ま
す
。
八
千
代
座
や
豊
前

街
道
を
着
物
で
歩
く
人
が
増
え
、
山
鹿
に

来
る
こ
と
が
楽
し
い
、
着
物
で
最
高
の
お

出
か
け
気
分
で
山
鹿
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
使
わ

な
く
な
っ
た
矢
旗
を
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

◦ 

問
い
合
わ
せ
先
（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

 

夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ア
ロ
ハ

　

地
域
活
動
を
通
し
地
域
活
性
化
を
進
め

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
地
域
交
流
を
目

的
と
し
た
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時　
８
月
27
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
半
（
予
定
）

◦  

内
容　
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
（
地
域
の

人
や
市
内
小
中
高
生

に
よ
る
発
表
な
ど
）、

屋
外
イ
ベ
ン
ト
（
焼

き
そ
ば
な
ど
の
屋
台

や
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

な
ど
）

◦ 

問
い
合
わ
せ
先
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
ア
ロ
ハ
）　　

��

☎（
44
）８
６
６
８

みんなみんなのの広場広場
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短
　
歌

短
　
歌

肥
後
狂
句

肥
後
狂
句

俳
　
句

俳
　
句

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
六
月
例
会

●
長
瀬
狂
介
選

物
価
高　

乗
り
切
る
力
主
婦
の
知
恵黒

田　

如
水

う
す
と
ろ
さ　

孫
じ
ゃ
無
か
で
す
子
供
で
す　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

白
扇

徒
然
な
か　

隣
に
嬶か

か

が
寝
と
ら
ん
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
野　

お
節

よ
う
降
る　

温
暖
化
じ
ゃ
ろ
困
る
な
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
倉　

和
人

偉
か
ね
ぇ　

後
ろ
ポ
ッ
ケ
に
ゴ
ミ
拾
い　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
村
こ
ゆ
き

●
川
上
火
男
選

嬉
し
い
ね　

皆
ん
な
と
和
む
や
ま
が
会

浦
上　

公
子

徒
然
な
か　

右
も
左
も
空
き
家
な
り　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菊
川　

春
風

嬉
し
い
ね　

ひ
い
爺
ち
ゃ
ん
て
電
話
口　

荻　
　

正
好

物
価
高　

た
ま
ご
焼
き
ま
で
薄
な
っ
た

宮
川
ホ
メ
子

う
す
と
ろ
さ　

何
処
も
か
し
こ
も
皺
加
工

荒
木
ト
ン
ボ

鹿
北
か
じ
か
会
　
六
月
例
会

●
宮
園
す
ま
子
選

せ
か
ら
し
か　

言
わ
ん
ち
ゃ
ち
ゃ
ん
と
わ
か
っ
と
る

島
北　

鎌
岳

で
き
た
人　

細
か
い
こ
と
は
言
わ
っ
さ
ん　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
下
千
鶴
子

く
そ
ま
じ
め　

時
に
は
休
み
息
抜
き
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
上
芙
美
子

新
人
俳
句
講
座

●
瀬
口
忠
一
選

点
滅
は
森
の
心
音
蛍
の
夜　
　
　
　
　
　

加
藤
寿
美
代

杖
お
き
て
畑
仕
事
の
母
の
汗　
　
　
　
　

楠
本　

裕
子

学
生
の
リ
ヤ
カ
ー
引
き
て
四よ

葩ひ
ら

売
る　
　

坂
本　

明
子

山
鹿
俳
句
会
　
七
月
例
会

●
平
川
み
ど
り
選

尋
ぬ
れ
ば
先
祖
は
夏
の
草
の
中　
　
　
　

松
下　

圭
士

米
研
ぎ
し
水
夕
暮
の
紫
陽
花
に　
　
　
　

谷
崎　

弘
枝

詩う
た

の
話
恋
の
話
や
星
涼
し　
　
　
　
　
　

本
田　

孝
子

鹿
本
短
歌
会
　
　
六
月
詠
草

●
大
友
清
子
選

広
島
で
武
器
請
ふ
長を

さ

の
皺
深
し
そ
の
矛
盾
を
も
超
ゆ
る
現
実　
　
　
　
　
　

中
村　

友
子

オ
ト
シ
ブ
ミ
は
薔
薇
の
葉
先
の
揺よ

う
ら
ん籃
に
卵
と
未
来
を
認し

た
た
め
て
お
り　
　
　
　

福
山　

汀
子

梅
雨
寒
の
月
曜
の
夜
は
カ
ッ
プ
麺
値
上
げ
の
味
を
し
み
じ
み
啜す

す

る　
　
　
　

松
尾　

光
浩

石
人
短
歌
会
　
　
六
月
詠
草

●
富
田
豊
子
選

両
腕
で
抱
け
ど
届
か
ぬ
幹
回
り
主
の
ご
と
立
つ
小
春
柿
の
樹　
　
　
　
　
　

中
川　

博
子

「
さ
わ
り
た
い
」
小
さ
な
指
が
近
づ
く
先
に
天
道
虫
は
空
に
飛
び
た
つ　　
米
原　

秀
一

杜か
き
つ
ば
た若

春
日
に
光
り
す
く
と
立
つ
新
入
学
の
整
列
に
似
て　
　
　
　
　
　
　

��

堀
田　

恵
美

鹿
北
短
歌
会
　
　
六
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

庭
隅
の
主
不
在
の
蜘
蛛
の
巣
に
南
天
の
花
雪
の
ご
と
あ
り　
　
　
　
　
　
　

貞
熊
喜
美
子

胸
を
張
り
歩
幅
を
少
し
広
く
し
て
老
化
防
止
に
今
日
も
歩
め
り　
　
　
　
　

古
川　

恵
子

久
方
の
友
よ
り
届
く
さ
く
ら
ん
ぼ
懐
か
し
き
か
な
元
気
の
便
り　
　
　
　
　

北
原　

千
鶴

菊
鹿
短
歌
会
　
　
六
月
詠
草

●
渕
上
修
次
選

大
好
き
な
少
し
小
花
の
や
ま
ぼ
う
し
一
枝
活
け
れ
ば
仏
間
明
る
し　
　
　
　

長
野　

節
子

愉
し
み
は
指
折
り
数
へ
蓋
開
け
る
熟
成
味
噌
の
か
を
り
立
つ
と
き　
　
　
　

片
山　

陽
子

く
ち
な
し
の
香
り
け
だ
か
き
吾
が
庭
に
小
鳥
行
き
交
う
雨
に
負
け
じ
と　
　

渕
上
ヨ
シ
子

三
岳
短
歌
会
　
　
六
月
例
会

●
有
働
真
澄
選

シ
チ
リ
ア
ン
レ
モ
ネ
ー
ド
飲
む
名
ば
か
り
に
少
し
リ
ッ
チ
な
朝
の
気
分
よ　

田
中
美
千
代

ひ
ざ
ま
で
も
伸
び
た
る
草
を
払
ひ
ゆ
く
里
芋
の
芽
は
全
て
出
揃
ふ　
　
　
　

戸
次　

幸
子

暗
闇
に
小
さ
き
明
か
り
明
滅
す
蛍
よ
よ
う
こ
そ
わ
が
庭
ま
で
も　
　
　
　
　

森　

ト
ミ
子
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　　今シーズン最初のタイトルマッチ「高松宮記念杯�第 11回全日本社会人選手権大会」が６月7日に開幕。今シーズン最初のタイトルマッチ「高松宮記念杯�第 11回全日本社会人選手権大会」が６月7日に開幕。
　5日間におよぶ熱戦の末、ピンディーズは３位に終わりました。課題の残る結果となったものの、ことし 1月に　5日間におよぶ熱戦の末、ピンディーズは３位に終わりました。課題の残る結果となったものの、ことし 1月に
加入した加入した鄭鄭

ジョンジョン

智智
ジ イ ンジ イ ン

仁仁選手が最優秀新人賞を受賞し、新戦力の活躍が光り次戦の国体制覇に向けて大きな収穫もありまし選手が最優秀新人賞を受賞し、新戦力の活躍が光り次戦の国体制覇に向けて大きな収穫もありまし
た。今回は、熱戦の名場面を写真で振り返ります。た。今回は、熱戦の名場面を写真で振り返ります。

写真でプレイバック！　社会人選手権写真でプレイバック！　社会人選手権

【試合結果】
◇予選トーナメント
　VS�香川銀行　〇33-26
◇決勝リーグ
　VS�ソニー　　●20-24
　VS�北國銀行　●29-30
　VS�イズミ　　〇25-22

No.13　CB
須田希

き

世
よ

子
こ

選手
小柄な体格を生かし
た鋭いカットインで
相手ディフェンスを
翻
ほん

弄
ろう

。
得点の原動力となる。

No.34　RB
鄭智仁選手
全試合を通じて、苦しい
時間帯に華麗なロング
シュートを打ち込み、

筑波大「女性アスリートセミナー」に筑波大「女性アスリートセミナー」に
クレア選手がゲスト登壇！クレア選手がゲスト登壇！

　グレイ・クレア・フランシス選手の母校、筑波大学で女性アスリート
に向けたセミナーが開かれました。テーマは「月経に伴うパフォー
マンスの変化と女性特有の疾患について」。
　女性は、月経によってコンディションに浮き沈みが出てしまいます。
特に、ここぞの試合で結果を出さなくてはいけないアスリートに
とっては悩みの種。日頃から基礎体温をしっかり測って自分の月経
周期を知ることが大切です。
　今回のセミナーでは、クレア選手が実体験を踏まえながら自分の
体と向き合うことの大切さを訴えました。

　「スポーツをする女性は、特に指導者が男性の場合は相談もできずに月経に悩まされることが多いと思います。
　1人でも多くの選手が月経による悩みでプレーが制限されないよう、本人はもちろん、周囲の人にも月経に
　対する理解を深めてもらって相談しやすい環境づくりをしてもらいたいです。アスリート以外の人も同じで、
　ここぞで本来の力を発揮するためには、日頃から基礎体温を測って自分の体を知ることが大切です。自分の
　月経周期を知って、すべての女性が輝けるようになることを願っています」

●クレア選手のコメント

No.12　GK
下屋奏

かな

香
こ

選手
ダイナミックな
キーピングでファイ
ンセーブを連発！
チームの窮地を救う。

チームに流れを引き寄せた。
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＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決
めによる漢字を使用しています（秘書広報課）

■人の動き
人口 19 人減りました 48,957 人
男性 11 人減りました 23,118 人
女性 8 人減りました 25,839 人
世帯数 18世帯増えました 21,964 世帯
〜14歳 11.5 ％ 5,615 人
15歳〜64歳 49.8 ％ 24,396 人
65歳〜 38.7 ％ 18,946 人

6月末現在 (増減は前月末比 )

(43)1110

つ
い
に
テ
レ
ビ
デ
ビ
ュ
ー
を
果

た
し
た
伊
藤
で
す
。

４
月
か
ら
、熊
本
県
民
テ
レ
ビ

の
て
れ
ビ
タevery.

内「
ロ
ー
カ
ル

ツ
ゥ
！
」で
、山
鹿
の
情
報
発
信
を

し
て
い
ま
す
。こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

県
内
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
、

各
地
域
の
魅
力
や
イ
ベ
ン
ト
情
報

な
ど
を
発
信
す
る
も
の
で
す
。

４
月
は
桜
の
名
所
お
よ
び
た
け

ん
こ
街
道
の
宣
伝
、５
月
は
鹿
央

町
の
ス
イ
カ
農
家
前
田
博
智
さ
ん

と
ス
イ
カ
を
Ｐ
Ｒ
、６
月
は
大
宮

神
社
禰
宜
の
杉
谷
健
文
さ
ん
と
犬

子
ひ
ょ
う
た
ん
祇
園
祭
を
紹
介
、

７
月
は
鹿
央
里
や
ま
蓮
ま
つ
り
の

紹
介
と
、山
鹿
の
旬
な
情
報
を
届

け
ま
し
た
。５
月
の
放
送
後
に
は
、

テ
レ
ビ
局
に
視
聴
者
か
ら
ス
イ
カ

に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
な

ど
、テ
レ
ビ
の
影
響
力
は
大
き
い

な
ぁ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

不
定
期
出
演
で
す
が
、敏
腕
カ

メ
ラ
マ
ン
と
共
に
山
鹿
の
魅
力
を

精
い
っ
ぱ
い
届
け
ま
す
。皆
さ
ん
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
♪（
伊
藤
）　
　 

※

出
演
情
報
は
や
ま
が
メ
イ
ト
な

　
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

や
ま
が
〜
る
に
な
る

杉谷さん（右）と犬子ひょうたんを紹介

毎週月曜日
午後５時 10分頃から

魅
力
発
見

木
邑
隊
員 前田さん (右 ) とスイカをPR

熊本県民テレビ（KKT）
てれビタ every.

ひ
ろ
と
も

た
け
あ
き

エ
ヴ
リ
ィ

い
ん

ご

ね
　ぎ

　原一
い ち す い

水さん（鹿央町岩原・92歳）は、
約13年前に孫にメモ帳を作った際に、孫
たちのとても喜ぶ姿にうれしくなり、目の
不自由な自分にできることはメモ帳作りだ
と気付きました。それから近所の人たちや
知り合いに頼んで、毎月カレンダーをもら
い、孫だけではなくめのだけ小学校やかお
う保育園の子どもたちにも手作りのメモ帳
をプレゼントするようになりました。原さ
んは「ことしは、かおう保育園の新築祝い
も兼ねて約400冊のメモ帳をプレゼントす
ることができて、子どもたちにも喜んでも
らえたと思います。目が見えなくなってき
ている今、子どもたちの喜ぶ姿を見るため
に続けられるまで続けていきたいです」と
話しました。

投稿者　島田明
あけ

美
み

さん

かおう保育園にメモ帳を届けた原さん

山鹿市広報部員、募集中！

読 の ひ ろ ば
市民の皆さんからの投稿欄市民の皆さんからの投稿欄

者

皆さんの身近な話題や気になる情報、イベントなど、隠れた地域の　
魅力を広報紙で発信してみませんか ?詳しくは問い合わせください。
問 秘書広報課広報係　☎ (43)1110

プレゼントされたメモ帳に絵を描く
園児たち

原さんと島田さんと園児のみんなで
はい！　チーズ！

かおう保育園の新園舎

あ
と
が
き

★
各
地
で
の
イ
ベ
ン
ト
が
少
し

ず
つ
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の

よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
私
は
先
日
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ａ
ど
ろ
ん
こ
大
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
の
中

で
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
し

た
が
、
気
持
ち
と
は
裏
腹
に
、

足
に
泥
が
ま
と
わ
り
付
き
ジ
ャ

ン
プ
し
た
つ
も
り
が
、
そ
の
ま

ま
泥
の
中
に
ダ
イ
ブ
。
全
身
泥

だ
ら
け
に
な
り
ま
し
た
。
日
頃

は
な
か
な
か
経
験
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
で
楽

し
く
参
加
で
き
ま
し
た
が
、
終

わ
っ
た
後
に
全
身
の
泥
を
落
と

す
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
カ

メ
ラ
マ
ン
と
し
て
も
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
一
緒
に
山
鹿
の
魅

力
を
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、

見
か
け
た
と
き
は
お
声
か
け
く

だ
さ
い
。（
陽
）

グ
リ
ー
ン
購
入
法
に
認
定
さ
れ
た

環
境
保
全
の
優
れ
た
印
刷「
水
な
し
印
刷
」


